
応
用
研
究
部
門
　
萌
芽
的
公
募
研
究
（
共
同
研
究
）

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

中　

西　

直　

樹

は　

じ　

め　

に

　

明
治
以
降
、
仏
教
諸
宗
派
は
近
代
的
な
僧
侶
養
成
学
校
の
整
備
に
着
手
し
た
。
当
初
、
こ
れ
ら
学
校
は
、
教
校
・
学
林
・
檀
林
な
ど
と
称
さ
れ
、
一
八
七
五
（
明
治

八
）
年
の
大
教
院
の
解
散
後
に
、
教
導
職
の
養
成
機
関
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
八
四
年
に
教
導
職
廃
止
後
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
の
隆
盛

に
刺
激
さ
れ
て
、
仏
教
以
外
の
一
般
的
学
問
（
普
通
学
）
を
教
授
し
、
俗
人
に
も
門
戸
を
開
い
た
学
校
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
代
表
的
存
在
が
、
八
五
年

に
真
宗
本
願
寺
派
が
設
立
し
た
普
通
教
校
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
時
代
状
況
や
文
部
省
の
学
校
教
育
施
策
の
変
化
に
も
左
右
さ
れ
、
教
育
方
針
は
二
転
三
転
し
た
。
普
通
教
校
に
は
じ
ま
る
普
通
学
重
視
の
学
校
は
、
文
学
寮

へ
の
改
称
を
経
て
、
仏
教
高
等
中
学
・
仏
教
大
学
分
教
場
・
高
輪
仏
教
大
学
へ
と
変
遷
し
、
一
九
〇
四
年
に
仏
教
大
学
に
吸
収
合
併
さ
れ
て
姿
を
消
す
が
、
そ
の
間
、
大

教
校
・
大
学
林
・
仏
教
大
学
な
ど
と
称
せ
ら
れ
た
僧
侶
養
成
学
校
と
の
離
合
を
繰
り
返
し
、
か
つ
宗
派
内
の
開
明
派
と
守
旧
派
の
抗
争
の
舞
台
と
も
な
っ
た
（
本
論
末
尾

掲
載
の
「
本
願
寺
派
学
校
制
度 

変
遷
略
図
」
参
照
）。

　

と
り
わ
け
東
京
に
開
校
し
た
高
輪
仏
教
大
学
は
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
匹
敵
す
る
普
通
学
の
高
等
教
育
機
関
を
構
想
し
て
い
た
点
で
注
目
さ
れ
る
が
、
わ
ず
か
二
年

で
廃
校
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
本
願
寺
派
は
高
等
普
通
教
育
か
ら
撤
退
し
て
僧
侶
養
成
の
専
門
教
育
に
専
従
す
る
傾
向
を
強
め
る
一
方
、
普
通
教
育
は
、
文
部
省
の
認
可

を
受
け
地
方
に
設
立
し
た
旧
制
中
学
校
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時
に
、
旧
制
中
学
校
は
宗
教
教
育
の
実
施
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
、
僧
侶
養
成
を
目

的
と
し
た
仏
教
専
修
学
校
を
併
設
し
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
仏
教
学
校
の
あ
り
方
は
、
他
宗
派
で
も
一
般
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
論
で
は
、
明
治
期
に
お
け
る
本
願
寺
派
の
急
激
な
制
度
改
編
の
経
緯
と
そ
の
背
景
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景
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一
、
普
通
教
校
開
校
か
ら
文
学
寮
改
正
事
件
ま
で

　

一
八
八
五
（
明
治
十
八
）
年
四
月
に
開
校
し
た
普
通
教
校
に
は
、
反
省
会
や
海
外
宣
教
会
な
ど
の
学
内
諸
団
体
も
結
成
さ
れ
、
そ
の
気
風
に
は
斬
新
な
も
の
が
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
早
く
も
八
八
年
十
月
に
は
、
執
行
長
大
洲
鉄
然
の
訓
告
に
よ
り
文
学
寮
に
改
め
ら
れ
、「
本
宗
ノ
蘊
置
ヲ
考
究
」
す
る
考
究
院
と
「
内
典
ノ
義
理

及
応
用
ヲ
教
授
」
す
る
内
学
院
と
と
も
に
大
学
林
に
包
括
さ
れ
る
方
針
（
二
院
一
寮
体
制
）
が
示
さ
れ
た
。
同
時
に
そ
の
た
め
の
規
則
編
纂
に
も
着
手
し
，
同
年
十
二
月

に
「
大
学
林
令
」
が
発
布
さ
れ
た
（
（
（

。
こ
の
一
連
の
措
置
は
、「
普
通
教
育
」
と
「
専
門
宗
学
」
と
の
一
致
連
携
を
標
榜
し
て
い
た
が
、
教
団
の
統
率
を
超
え
て
独
自
な
動

き
を
見
せ
は
じ
め
た
普
通
教
校
に
対
し
、
教
団
支
配
を
強
化
す
る
ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
（
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
三
年
後
の
一
八
九
一
年
十
月
に
開
会
し
た
定
期
集
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
「
文
学
寮
移
転
案
」
が
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。

第
一
条　

文
学
寮
ヲ
独
立
セ
シ
メ
官
ニ
請
テ
私
立
中
学
校
ト
為
ス

第
二
条　

私
立
中
学
校
ハ
東
京
ニ
設
置
ス
故
ニ
京
都
ニ
文
学
寮
ヲ
建
築
ス
ル
コ
ト
ヲ
中
止
ス

第�

三
条　

私
立
中
学
校
建
築
費
ハ
廿
二
年
度
決
議
ノ
文
学
寮
建
築
費
ヲ
以
テ
之
ニ
充
ル
故
ニ
当
該
決
議
ノ
額
ヲ
超
過
ス
ル
コ
ヲ
得
ス　

但
土
地
買
入
代
価
ハ
別
途
ニ

支
出
ス

第
四
条　

私
立
中
学
校
ノ
学
科
ハ
尋
常
中
学
校
ノ
課
程
ニ
依
リ
科
外
ニ
於
テ
簡
易
ニ
仏
教
ノ
大
旨
ヲ
授
ク
（
（
（

　

こ
の
議
案
は
、
地
方
選
出
の
会
衆
か
ら
で
は
な
く
宗
派
当
局
か
ら
提
出
さ
れ
、
法
主
大
谷
光
尊
（
明
如
）
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

議
案
で
は
、
文
学
寮
を
大
学
林
か
ら
分
離
独
立
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
東
京
に
移
転
し
て
尋
常
中
学
校
に
改
組
す
る
と
い
う
構
想
が
示
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

集
会
で
の
審
議
の
結
果
、
文
学
寮
の
東
京
移
転
は
否
決
さ
れ
、
京
都
に
残
置
し
て
文
学
寮
校
舎
を
新
築
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
か
し
、
会
衆
一
同
は
東
京
に
仏
教

主
義
学
校
の
必
要
性
を
認
め
、
改
め
て
東
京
で
の
尋
常
中
学
校
の
新
設
案
が
提
起
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
尋
常
中
学
校
の
東
京
新
設
案
を
可
決
し
た
。
た
だ

し
、
新
設
に
は
多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
学
事
布
教
資
金
の
募
集
の
た
め
設
立
さ
れ
た
護
持
会
（
一
八
八
六
年
設
立
）
の
寄
付
金
が
百
万
円
に
達
し
て
か

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景
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ら
実
行
す
る
こ
と
が
付
帯
決
議
さ
れ
た
（
（
（

。

　

こ
の
時
期
に
東
京
に
尋
常
中
学
校
の
新
設
構
想
が
急
浮
上
し
た
の
は
、
大
谷
派
が
一
八
八
八
年
四
月
に
経
営
難
に
陥
っ
た
京
都
府
尋
常
中
学
校
の
委
任
経
営
に
着
手
し

た
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
（
（

。
審
議
の
過
程
で
も
、
議
案
提
出
者
の
ひ
と
り
秦
法
励
が
、
新
設
の
尋
常
中
学
校
に
つ
い
て
「
爾
リ
大
派
ノ

京
都
中
学
校
ニ
オ
ケ
ル
カ
如
ク
シ
テ
仏
教
主
義
ヲ
注
入
ス
ル
意
ナ
リ
」
と
い
い
、
執
行
の
小
田
佛
乗
も
「
京
都
ノ
中
学
校
ヲ
大
派
カ
引
受
タ
ル
ヨ
リ
ハ
容
易
ニ
ナ
ル
ヘ

シ
」
な
ど
と
発
言
し
て
い
る
（
（
（

。
大
谷
派
が
委
任
経
営
に
着
手
し
た
当
時
は
、
地
方
教
育
財
政
が
最
も
逼
迫
し
た
時
期
で
あ
り
、
京
都
府
知
事
は
同
校
開
校
式
で
宗
教
教
育

の
実
施
を
容
認
す
る
発
言
も
し
て
い
た
（
（
（

。
し
か
し
、
こ
の
方
針
は
一
八
九
〇
年
以
降
、
国
権
主
義
的
な
教
育
方
針
が
示
さ
れ
る
に
従
っ
て
撤
回
さ
れ
、
京
都
府
尋
常
中
学

校
も
九
三
年
に
京
都
府
に
返
還
さ
れ
た
。

　

小
田
が
言
う
よ
う
に
、
東
京
の
尋
常
中
学
校
新
設
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
な
り
、
却
っ
て
文
学
寮
へ
の
保
守
派
か
ら
攻
勢
が
強
ま
っ
た
。
一
八
九
二
年
四
月
に
は
文

学
寮
の
新
校
舎
が
落
成
し
た
が
、
同
年
七
月
に
藤
島
了
穏
寮
長
と
中
西
牛
郎
教
頭
の
対
立
に
端
を
発
し
文
学
寮
改
正
事
件
が
お
こ
っ
た
。
藤
島
・
中
西
以
下
全
教
職
員
が

解
職
と
な
り
、
九
月
に
は
、
学
生
の
新
聞
雑
誌
編
集
へ
の
関
与
禁
止
、
入
学
生
の
得
度
式
・
帰
敬
式
の
受
式
義
務
化
、
比
較
宗
教
学
・
経
済
学
・
政
治
学
等
の
科
目
廃
止
、

国
語
漢
文
・
英
語
等
の
時
間
数
削
減
、
仏
教
学
・
真
宗
学
の
時
間
数
大
幅
増
加
な
ど
、
復
古
的
傾
向
の
強
い
「
文
学
寮
改
正
の
要
旨
」
が
発
表
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
（
（

。

二
、
日
清
戦
争
後
の
中
学
校
認
可
計
画

　

文
学
寮
改
正
事
件
後
も
、
文
学
寮
へ
の
守
旧
派
か
ら
の
抑
圧
は
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
七
月
に
は
、
執
行
大
洲
鉄
然
が
、
寺
院
出
身
の

学
生
が
無
得
度
の
ま
ま
在
学
し
て
い
た
こ
と
、
卒
業
証
書
授
与
式
で
の
卒
業
生
の
答
辞
が
不
穏
で
あ
る
と
し
て
、
寮
長
心
得
薗
田
宗
恵
に
減
給
処
分
を
、
前
寮
長
武
田
篤

初
に
譴
責
処
分
を
下
し
た
（
（
（

。

　

文
学
寮
細
則
に
は
、「
僧
侶
タ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
入
学
ノ
際
必
ズ
得
度
式
ヲ
受
ベ
シ
其
余
ハ
一
般
ニ
帰
敬
式
ヲ
受
ク
ベ
シ
（
（1
（

」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、
寺
院
出
身
者

が
必
ず
得
度
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
『
三
寶
叢
誌
』
は
、
処
分
に
関
し
て
規
則
の
不
備
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
卒
業
生
の

答
辞
ま
で
介
入
す
る
宗
派
当
局
の
偏
狭
な
姿
勢
を
批
判
し
た
（
（1
（

。
卒
業
生
の
答
辞
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
詳
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、『
三
寶
叢
誌
』
の
記
事

と
、
こ
れ
に
反
論
し
た
本
願
寺
派
機
関
紙
『
京
都
新
報
』
の
記
事
か
ら
（
（1
（

、
お
お
よ
そ
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
察
す
る
に
、
答
辞
で
は
、

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景
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日
清
戦
争
後
、
わ
ず
か
に
台
湾
布
教
や
軍
隊
布
教
を
手
が
け
た
に
過
ぎ
な
い
宗
派
の
旧
態
依
然
た
る
あ
り
様
を
指
摘
し
、
そ
こ
か
ら
の
脱
却
し
て
い
く
抱
負
が
語
ら
れ
た

よ
う
で
あ
る
。

　
『
京
都
新
報
』
は
、
答
辞
を
読
ん
だ
学
生
を
「
宗
門
に
対
し
て
革
命
心
を
抱
持
す
る
も
の
は
一
日
も
門
内
に
置
く
を
許
さ
ず
是
れ
宗
門
の
国
事
的
大
罪
な
れ
ば
な
り
」

と
厳
し
く
非
難
し
た
。
し
か
し
、
非
難
さ
れ
た
学
生
・
阿
部
一
毛
は
、
翌
九
七
年
十
一
月
に
次
期
法
主
で
あ
る
大
谷
光
瑞
の
命
を
受
け
て
、
上
原
芳
太
郎
・
龍
江
義
信
と

と
も
に
英
領
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
豪
州
へ
の
視
察
に
赴
い
て
い
る
（
（1
（

。
つ
ま
り
、
阿
部
の
宗
派
へ
の
批
判
的
意
見
の
背
後
に
は
、
光
瑞
の
意
向
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。

　

日
清
戦
争
後
に
は
、
仏
教
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
す
で
に
内
務
省
は
、
一
八
九
五
年
五
月
発
布
の
訓
令
第
九
号
で
、
小
学
校
就
学
率
の

向
上
を
踏
ま
え
、
各
宗
派
の
教
師
検
定
基
準
を
「
尋
常
中
学
科
相
当
以
上
ノ
学
識
ヲ
具
備
」
す
る
内
容
と
す
る
よ
う
に
通
達
し
て
い
た
。
ま
た
、
ハ
ワ
イ
・
北
米
・
ア
ジ

ア
各
地
へ
の
海
外
布
教
の
必
要
論
が
高
ま
る
な
か
、
こ
う
し
た
事
業
に
従
事
で
き
る
布
教
者
の
養
成
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
伝
統
的
な
宗
乗
・
余
乗
の
教
授
だ
け
で
不

十
分
な
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
一
八
九
六
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
定
期
集
会
で
は
、「
文
学
寮
ヲ
認
可
学
校
ト
ス
ル
ノ
手
続
ヲ
履
行
ス
ル
ノ
建
議
」
が
提
出
さ
れ
た
。
定
期
集
会
の
審
議

に
は
、
前
文
学
寮
長
の
藤
島
了
穏
も
特
別
に
臨
席
し
、「
宗
教
学
校
ニ
テ
モ
認
可
学
校
ト
ナ
シ
ウ
ル
カ
」
と
の
質
問
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
る
。

先
年
本
員
寮
長
ノ
時
ニ
其
コ
ト
ニ
付
テ
ハ
文
部
省
ヘ
出
頭
シ
テ
種
々
相
談
ヲ
為
セ
シ
ニ
宗
教
学
校
ハ
到
底
文
部
省
ニ
テ
管
轄
ス
ヘ
キ
ニ
非
ス
本
願
寺
ノ
如
キ
ハ
資
本

モ
教
員
モ
充
実
シ
居
レ
ト
モ
宗
教
学
校
ト
シ
テ
ハ
到
底
内
務
省
ノ
管
轄
ト
ナ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
仄
カ
ニ
聞
ケ
ハ
同
志
社
ノ
如
キ
モ
度
々
出
願
セ
シ
由
ナ
レ
ト
モ
許
サ
レ
ス

元
来
認
可
学
校
ト
云
フ
ハ
東
京
ニ
限
ル
コ
ト
ニ
テ
恰
モ
官
吏
養
成
学
校
ト
云
フ
カ
如
キ
モ
ノ
ナ
リ
各
地
方
ニ
在
リ
テ
ハ
熊
本
ノ
済
々
舘
鹿
児
島
ノ
造
士
舘
ノ
如
キ
ハ

中
学
校
程
度
ノ
学
校
ト
認
定
セ
シ
マ
テ
ノ
モ
ノ
ナ
リ
（
（1
（

　

こ
の
発
言
か
ら
、
前
述
の
一
八
九
〇
年
十
一
月
の
集
会
決
議
を
踏
ま
え
、
藤
島
が
東
京
で
の
尋
常
中
学
校
新
設
に
関
し
文
部
省
と
交
渉
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

交
渉
は
、
お
そ
ら
く
翌
九
一
年
か
ら
九
二
年
七
月
の
寮
長
解
職
ま
で
の
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
藤
島
は
文
部
省
の
対
応
に
か
な
り
厳
し
い
と
の
感
触
を
持
っ
た

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景
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よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
藤
島
は
、
教
育
課
程
か
ら
仏
教
学
等
の
科
目
を
外
し
一
般
的
な
学
校
と
し
て
申
請
す
れ
ば
、
尋
常
中
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

と
も
述
べ
て
お
り
、
会
衆
か
ら
「
文
学
寮
ハ
普
通
ヲ
授
ク
ル
ヲ
目
的
ト
シ
普
通
ガ
正
ニ
シ
テ
仏
教
ハ
傍
ナ
リ
仍
テ
表
面
ハ
認
可
学
校
ト
シ
テ
仏
教
ハ
別
科
ニ
置
ケ
ハ
可
ナ

ラ
ン
（
（1
（

」
と
の
意
見
が
提
起
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
仏
教
主
義
教
育
の
実
施
を
表
面
上
外
す
こ
と
に
異
議
を
唱
え
る
会
衆
も
い
た
が
、
建
議
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　

ま
た
こ
の
直
後
の
一
八
九
六
年
十
二
月
に
反
省
会
が
東
京
に
移
転
し
、
翌
九
七
年
三
月
に
は
、
文
学
寮
を
東
京
移
転
し
て
高
等
中
学
林
と
す
る
こ
と
を
提
言
す
る
論
説

が
『
明
教
新
誌
』
に
寄
稿
さ
れ
る
な
ど
（
（1
（

、
東
京
進
出
に
向
け
た
機
運
も
再
び
高
ま
り
を
見
せ
つ
つ
あ
っ
た
。

三
、
中
学
校
認
可
計
画
の
挫
折
経
緯

　

一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
八
月
、
前
年
の
集
会
決
議
を
踏
ま
え
て
文
学
寮
の
改
正
が
発
表
さ
れ
、『
教
海
一
瀾
』
は
、
そ
の
方
針
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
報
じ
た
。

京
都
の
本
派
文
学
寮
は
客
月
廿
五
日
を
以
て
寮
長
を
除
く
外
、
教
職
員
一
般
に
解
職
を
達
せ
ら
れ
武
田
篤
初
氏
其
改
正
係
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
、
今
般
此
度
の
改
正
順

序
を
聞
く
に
先
づ
第
一
着
に
従
来
の
教
職
員
一
般
を
解
職
せ
し
む
る
事
（
寮
長
を
除
く
）
第
二
着
に
寮
長
を
し
て
継
続
す
べ
き
見
込
あ
る
教
職
員
を
具
状
せ
し
む
る

事
、
第
三
着
に
規
則
並
に
細
則
を
改
正
す
る
事
、
第
四
着
に
学
科
の
改
正
を
為
す
事
と
云
ふ
に
あ
り
て
学
科
改
正
の
方
針
は
尋
常
中
学
程
度
の
教
育
を
五
箇
年
、
高

等
普
通
教
育
を
三
箇
年
と
な
し
十
分
に
英
独
の
語
学
文
章
に
熟
達
せ
し
め
以
て
仏
教
の
真
理
を
外
国
学
者
社
会
に
発
表
せ
し
め
ん
と
す
る
の
企
画
あ
る
も
の
ゝ
如
し
、

其
詳
報
は
次
号
の
紙
上
に
於
て
す
べ
し
（
（1
（

　

さ
ら
に
九
月
に
は
、
文
学
寮
規
則
と
文
学
寮
細
則
が
改
正
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
学
科
構
成
が
従
来
の
予
科
二
年･

本
科
（
尋
常
学
科
）
三
年
・
高
等
科
（
高

等
普
通
科
）
二
年･

高
等
専
修
科
一
年
か
ら
、
尋
常
中
学
程
度
の
本
科
五
年
と
高
等
科
三
年
に
変
更
と
な
っ
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、「
内
典
」「
句
読
」「
宗
乗
」「
余

乗
」
な
ど
の
科
目
が
「
仏
教
」
に
統
合
さ
れ
、
大
幅
に
時
間
数
が
削
減
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
本
科
で
は
「
英
語
」
の
時
間
数
が
増
加
さ
れ
、「
地
理
」「
歴
史
」「
物

理
及
化
学
」
な
ど
の
科
目
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。
高
等
科
で
は
、「
東
洋
哲
学
」「
西
洋
哲
学
」「
ド
イ
ツ
語
」「
梵
語
」「
卒
業
論
文
」
な
ど
の
科
目
が
新
設
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
入
学
資
格
に
関
す
る
規
定
も
次
の
よ
う
に
変
更
と
な
っ
た
。

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景
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〔
一
八
九
二
年
八
月
十
九
日
改
正
「
文
学
寮
細
則
」
第
四
章
第
一
条
〕　

文
学
寮
入
学
者
ハ
真
宗
僧
侶
及
其
信
徒
ノ
子
弟
ニ
限
ル
但
シ
僧
侶
タ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
入

学
ノ
際
必
ズ
得
度
式
ヲ
受
ベ
シ
其
余
ハ
一
般
ニ
帰
敬
式
ヲ
受
ク
ベ
シ
（
（1
（

〔
一
八
九
七
年
九
月
十
一
日
改
正
「
文
学
寮
細
則
」
第
一
章
第
三
条
〕　

高
等
科
生
徒
ハ
入
学
ノ
際
僧
侶
タ
ラ
ン
ト
欲
ス
ル
者
ハ
得
度
式
其
余
ハ
皈
敬
式
ヲ
受
ク
ベ
シ
（
（1
（

　
「
文
学
寮
入
学
者
ハ
真
宗
僧
侶
及
其
信
徒
ノ
子
弟
ニ
限
ル
」
と
い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
、
入
学
に
際
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
得
度
式
・
帰
敬
式
の
受
式
も
、
高
等
科

生
徒
に
限
定
さ
れ
た
。
十
月
に
は
、
文
学
寮
長
薗
田
宗
恵
が
文
学
寮
図
書
館
に
対
す
る
書
籍
寄
贈
者
名
を
『
教
海
一
瀾
』
で
報
告
し
、
そ
の
後
も
図
書
館
の
蔵
書
充
実
に

向
け
た
努
力
が
続
け
ら
れ
た
（
（2
（

。

　

こ
う
し
て
文
学
寮
の
教
育
充
実
が
図
ら
れ
る
一
方
で
、
反
対
に
大
学
林
へ
の
抑
圧
が
強
ま
っ
た
。
文
学
寮
の
一
連
の
改
革
直
後
の
一
八
九
七
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た

定
期
集
会
で
は
、
大
学
林
経
費
の
半
減
が
決
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
（2
（

。
こ
の
決
議
は
大
学
林
学
生
の
怠
慢
な
姿
勢
を
問
題
と
し
、
そ
の
改
善
を
促
す
こ
と
を
名
目
と
し
て
い

た
。
こ
れ
に
対
し
て
地
方
選
出
の
会
衆
の
多
く
は
減
額
説
に
反
対
し
た
が
、
法
主
特
選
会
衆
が
減
額
賛
成
に
回
っ
た
た
め
可
決
し
た
と
さ
れ
る
（
（2
（

。
ま
た
、
そ
の
背
景
に
は
、

大
谷
光
瑞
の
大
学
林
学
生
の
僧
侶
然
と
し
た
雰
囲
気
を
嫌
う
意
向
が
あ
る
と
の
報
道
も
な
さ
れ
た
（
（2
（

。

　

大
学
林
学
生
は
、
経
費
減
額
措
置
に
対
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
で
応
じ
た
が
、
結
局
宗
派
当
局
の
方
針
に
帰
順
し
て
一
応
の
解
決
を
見
た
（
（2
（

。
事
件
後
、
前
年
の
七
月
に
文
学

寮
長
を
処
分
し
た
執
行
大
洲
鉄
然
は
、
次
の
よ
う
な
談
話
を
残
し
て
い
る
。

同
派
学
校
中
に
も
文
学
寮
は
普
通
学
を
修
む
れ
ば
気
の
利
い
た
る
点
あ
る
も
大
学
林
は
専
ら
宗
学
の
み
を
修
む
れ
ば
世
情
に
通
ぜ
ず
人
に
迂
遠
視
せ
ら
る
ゝ
も
の
あ

れ
ば
自
ら
彼
等
は
僻
み
て
蔑
視
せ
ら
る
ゝ
が
如
く
思
へ
る
な
ら
ん
併
し
仲
裁
其
効
を
奏
し
本
日
を
以
て
復
校
す
る
に
至
り
し
は
何
よ
り
賀
す
べ
き
事
な
り
云
（々
（2
（

　

大
洲
の
態
度
の
変
化
は
、
宗
学
の
み
を
修
学
す
る
大
学
林
へ
の
宗
派
内
の
風
当
た
り
が
強
く
な
り
、
文
学
寮
と
の
立
場
が
逆
転
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深

い
（
（2
（

。
そ
の
背
景
に
は
、
台
湾
布
教
を
皮
切
り
に
、
ハ
ワ
イ
・
北
米
・
清
国
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
の
海
外
教
勢
の
拡
大
を
ね
ら
う
宗
派
戦
略
と
、
新
門
光
瑞
の
意
向
へ

の
忖
度
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
う
し
た
露
骨
な
大
学
林
へ
の
抑
圧
策
は
、
宗
派
内
の
対
立
を
増
幅
さ
せ
る
危
険
性
を
胚
胎
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景
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そ
の
後
の
文
学
寮
の
認
可
中
学
校
へ
の
改
組
作
業
は
、
宗
派
内
守
旧
派
の
強
硬
な
妨
害
工
作
に
際
会
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

文
学
寮
の
認
可
中
学
校
改
組
へ
向
け
た
動
向
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
小
林
康
達
の
研
究
が
あ
る
（
（2
（

。
小
林
は
、
文
学
寮
教
員
で
改
組
推
進
派
で
も
あ
っ
た
杉
村
広
太
郎

（
号
「
楚
人
冠
」「
縦
横
」）
の
日
記
か
ら
、
文
学
寮
内
部
で
認
可
中
学
校
改
組
計
画
が
挫
折
し
て
い
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
七
年

六
月
に
薗
田
寮
長
よ
り
文
学
寮
大
改
革
の
断
行
計
画
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
杉
村
は
、
文
学
寮
の
尋
常
中
学
校
へ
の
改
組
計
画
の
推
進
に
尽
力
し
、
改
正
係
武
田
篤
初
を
説

得
し
て
九
月
に
学
科
編
成
を
手
が
け
た
。
し
か
し
、
文
学
寮
を
支
持
す
る
大
谷
光
瑞
さ
え
も
、
文
学
寮
を
専
門
学
校
と
し
て
存
続
さ
せ
る
意
向
を
持
っ
て
お
り
、
尋
常
中

学
校
へ
の
改
組
に
は
同
意
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
文
学
寮
高
等
科
の
学
生
も
旧
課
程
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
混
乱
が
生
じ
、
翌
九
八
年
五
月

に
は
、
宗
務
当
局
か
ら
、
杉
村
に
同
調
し
て
い
た
文
学
寮
教
員
・
梅
原
賢
融
へ
の
強
引
な
本
山
役
員
任
用
人
事
が
発
表
さ
れ
た
。
梅
原
は
本
山
役
員
就
任
を
拒
否
し
た
が
、

文
学
寮
再
任
は
認
め
ら
れ
ず
、
杉
村
も
五
月
末
に
文
学
寮
教
員
を
辞
職
し
た
。

　

杉
村
の
辞
任
に
際
し
、
薗
田
は
「
老
巧
分
子
の
運
動
陰
険
に
し
て
、
今
は
如
何
と
も
な
し
難
し
」
と
述
べ
た
と
さ
れ
、
守
旧
派
か
ら
強
硬
な
妨
害
工
作
の
あ
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。
杉
村
は
薗
田
の
優
柔
不
断
な
姿
勢
を
激
し
く
非
難
し
て
い
る
が
、
宗
派
内
の
対
立
は
深
刻
で
あ
り
、
文
学
寮
の
尋
常
中
学
校
へ
の
改
組
は
実
現
不
可
能

な
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
な
か
、
七
月
に
は
、
法
主
に
直
隷
し
布
教
興
学
を
計
画
立
案
す
る
教
学
参
議
部
が
設
置
さ
れ
た
（
（2
（

。
法
主
の
指
導
力
を
発
揮

す
る
こ
と
で
、
教
育
制
度
を
め
ぐ
る
混
乱
突
破
を
図
る
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
以
後
も
宗
派
内
の
合
意
形
成
へ
の
努
力
を
欠
い
た
教
育
方
針
の
転
換
よ
り
混

乱
は
続
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
（2
（

。

四
、
私
立
学
校
令
・
宗
教
教
育
禁
止
訓
令
の
影
響

　

一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
九
月
、
薗
田
宗
恵
は
『
教
海
一
瀾
』
に
発
表
し
た
論
説
「
政
府
対
仏
教
学
校
」
で
、
仏
教
学
校
が
内
務
省
の
管
轄
下
に
あ
る
こ
と
を
批

判
し
、
通
常
中
学
校
と
遜
色
な
い
条
件
を
具
備
す
る
仏
教
学
校
に
対
し
て
、
文
部
省
は
尋
常
中
学
校
同
等
以
上
と
し
て
認
可
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
（
（3
（

。
ま
た
、
一
八
九

六
年
十
一
月
開
催
の
定
期
集
会
で
「
文
学
寮
ヲ
認
可
学
校
ト
ス
ル
ノ
手
続
ヲ
履
行
ス
ル
ノ
建
議
」
を
提
出
し
た
鹿
児
島
選
出
の
総
代
会
衆
の
大
河
内
彰
然
も
、『
教
海
一

瀾
』
に
寄
稿
し
、
文
学
寮
の
文
部
省
認
可
中
学
校
へ
の
改
組
を
速
や
か
に
実
現
し
て
、
帝
国
大
学
進
学
へ
の
道
を
開
く
べ
き
こ
と
を
求
め
た
（
（3
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
頃
、
改
組
推
進
派
の
杉
村
広
太
郎
ら
が
去
っ
た
こ
と
で
、
尋
常
中
学
校
へ
の
改
組
計
画
は
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
薗
田
寮
長
の
責
任
問
題
へ

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
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と
発
展
し
、
文
学
寮
自
体
が
存
亡
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、『
教
学
報
知
』
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

文
学
寮
に
近
頃
生
徒
中
文
学
寮
解
散
論
を
唱
ふ
る
も
の
あ
り
と
、
同
寮
は
日
に
月
に
衰
運
に
傾
き
つ
ゝ
あ
る
有
様
な
り
、
当
期
に
は
四
十
余
名
の
退
学
者
あ
り
と
、

茲
は
寮
長
に
辞
職
勧
告
を
な
し
た
る
も
留
任
と
決
し
た
る
に
面
白
か
ら
ず
し
て
退
学
す
る
に
至
り
た
る
な
り
と
云
ふ
、
寮
長
留
任
を
披
露
す
る
の
時
の
辞
に
今
後
は

全
力
を
挙
げ
て
尽
さ
ん
と
す
云
云
、
悪
口
上
手
の
一
生
の
曰
く
寮
長
は
従
来
寮
の
為
め
に
半
力
、
図
書
館
の
為
め
に
半
力
を
尽
し
た
る
も
已
後
は
全
く
寮
の
為
め
に

尽
す
の
意
な
ら
ん
、
運
動
と
文
学
寮
、
無
気
概
生
徒
の
多
数
と
少
数
な
る
気
概
あ
る
生
徒
と
の
不
仲
等
昔
よ
り
の
蚊
諤
寮
の
名
に
背
か
ず
（
（3
（

　

そ
し
て
、
行
き
詰
ま
っ
た
尋
常
中
学
校
へ
の
改
組
計
画
に
完
全
に
と
ど
め
を
刺
し
た
の
が
、
翌
九
九
年
八
月
三
日
に
発
布
さ
れ
た
私
立
学
校
令
と
文
部
省
訓
令
第
十
二

号
（
所
謂
「
宗
教
教
育
禁
止
令
」）
で
あ
っ
た
。
私
立
学
校
令
は
、
内
地
雑
居
後
に
増
加
す
る
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
へ
の
統
制
・
規
制
を
強
化
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て

発
布
さ
れ
、
同
時
に
訓
令
第
十
二
号
に
よ
り
、
法
令
の
規
定
の
あ
る
学
校
で
は
、
課
程
外
で
あ
っ
て
も
宗
教
教
育
・
宗
教
行
事
の
禁
止
が
通
達
さ
れ
た
。

　

主
た
る
目
的
が
キ
リ
ス
ト
教
主
義
学
校
の
統
制
・
規
制
に
あ
っ
た
と
は
言
え
、
こ
の
法
的
措
置
は
す
べ
て
の
私
立
学
校
に
適
用
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
た
。
こ
の

た
め
、
神
仏
各
宗
派
設
立
の
学
校
を
所
管
す
る
内
務
省
は
、
翌
四
日
に
次
の
よ
う
な
訓
令
「
宗
教
学
校
設
立
に
関
す
る
件
」
を
神
仏
各
管
長
に
通
達
し
た
。

第
一
条　

神
仏
道
教
宗
派
内
ニ
於
テ
教
規
宗
制
寺
法
ノ
規
程
ニ
依
リ
学
校
ヲ
設
立
シ
又
ハ
設
立
セ
ン
ト
ス
ル
者
本
年
八
月
勅
令
第
三
百
五
十
九
号
私
立
学
校
令
ニ
依

レ
ル
設
立
認
可
ヲ
申
請
ス
ル
ト
キ
ハ
申
請
書
ニ
其
管
長
ノ
添
書
及
教
規
宗
制
寺
法
中
、
学
校
ニ
関
ス
ル
条
規
ヲ
記
載
シ
タ
ル
書
面
ヲ
添
付
セ
シ
ム
ヘ
シ

第
二
条　

教
規
宗
制
寺
法
中
、
学
校
ニ
関
ス
ル
規
定
ヲ
廃
止
変
更
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
校
長
若
ク
ハ
学
校
ヲ
代
表
シ
校
務
ヲ
掌
理
ス
ル
者
ヨ
リ
其
旨
当
該
学
校
所
轄
地
方

長
官
ヘ
開
申
セ
シ
ム
ヘ
シ
（
（3
（

　

こ
の
内
務
省
通
達
を
神
仏
道
の
関
係
学
校
に
対
す
る
優
遇
措
置
と
評
価
す
る
見
解
が
あ
る
（
（3
（

。
確
か
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
場
合
は
、
関
係
学
校
の
設
置
申
請
に
際
し
て
宗

派
か
ら
の
添
書
提
出
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
宗
派
が
学
校
の
設
置
主
体
と
な
る
こ
と
が
可
能
な
点
も
、
神
仏
道
だ
け
の
特
権
と
言
え
る
（
（3
（

。
し
か
し
、
そ
れ
は
名
目
上

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

一
四
八



の
こ
と
で
あ
り
、
文
部
省
が
徴
兵
猶
予
や
上
級
学
校
の
入
学
資
格
な
ど
の
実
質
的
な
特
典
付
与
に
あ
た
っ
て
、
宗
派
管
長
の
添
書
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
本

来
、
文
部
省
の
所
管
学
校
に
対
す
る
許
認
可
事
項
は
、
教
育
的
見
地
か
ら
行
わ
れ
、
宗
教
団
体
か
ら
の
意
見
が
直
接
に
反
映
さ
れ
る
は
ず
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

む
し
ろ
、
神
仏
道
の
関
係
学
校
は
、
内
務
省
と
文
部
省
か
ら
二
重
に
統
制
を
受
け
る
点
で
不
利
で
あ
り
、
関
係
学
校
の
存
立
意
義
も
不
明
瞭
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
方
で
、
文
部
省
訓
令
第
十
二
号
が
同
時
に
発
布
さ
れ
た
こ
と
で
、
文
部
省
の
規
定
に
よ
ら
な
い
内
務
省
所
管
の
各
種
学
校
で
あ
る
限
り
、
公

然
と
宗
教
教
育
を
行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
後
に
、
文
部
省
訓
令
第
十
二
号
の
禁
止
事
項
は
緩
和
さ
れ
、
別
科
や
専
修
学
校
等
の
ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル
制
で
の
宗
教
教

育
の
実
施
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
当
初
は
そ
う
し
た
方
針
は
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
（3
（

。
こ
の
た
め
、
本
願
寺
派
で
は
、
文
学
寮
の
文
部
省
管
轄
学
校
へ
の
改
組
路
線
が
一

挙
に
終
息
し
、
内
務
省
所
管
の
宗
教
学
校
と
し
て
存
続
す
る
道
を
選
ん
で
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　

一
八
九
九
年
十
月
、
藤
島
了
穏
は
、「
仏
教
各
宗
の
教
校
は
私
立
学
校
令
の
除
外
例
な
る
か
其
適
用
を
受
け
る
可
ら
ざ
る
か
」
と
い
う
論
説
を
『
教
学
報
知
』
に
寄
稿

し
た
。
こ
の
論
説
で
藤
島
は
、
宗
教
学
校
に
私
立
学
校
令
を
適
用
す
れ
ば
、
文
部
省
が
宗
教
学
校
の
認
可
を
取
り
消
す
場
合
も
想
定
さ
れ
、
信
教
の
自
由
を
侵
す
こ
と
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
指
摘
し
、
宗
教
学
校
を
内
務
省
の
管
轄
下
に
の
み
置
く
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
（
（3
（

。
ま
た
同
月
、『
教
海
一
瀾
』
も
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

先
般
内
務
省
よ
り
各
宗
管
長
に
対
す
る
の
訓
令
と
云
ひ
、
各
宗
教
学
校
は
私
立
学
校
令
に
依
て
支
配
せ
ら
る
ゝ
こ
と
は
文
部
大
臣
学
政
の
方
針
た
る
や
明
か
な
り
、

併
し
此
の
私
立
学
校
令
の
下
に
宗
教
学
校
を
置
き
、
之
に
依
て
支
配
せ
ら
る
ゝ
こ
と
は
吾
人
と
雖
も
快
と
す
る
所
に
あ
ら
ず
（
（3
（

　

し
か
し
、
文
部
省
の
介
入
を
拒
否
し
て
内
務
省
管
轄
下
の
み
に
止
ま
る
な
ら
ば
、
僧
侶
養
成
の
特
殊
な
学
校
に
過
ぎ
な
く
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
広
く
俗
人
へ
の
教
育

を
意
図
し
た
普
通
教
校
・
文
学
寮
の
伝
統
の
放
棄
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
一
九
〇
〇
年
一
月
、
教
学
参
議
部
の
審
議
を
経
て
発
布
さ
れ
た
学
校
条
例
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

第
一
条　

本
派
ノ
学
校
ハ
仏
教
大
学
仏
教
高
等
中
学
仏
教
中
学
ノ
三
種
ト
ス

第
二
条　

仏
教
大
学
ハ
仏
教
ヲ
精
究
シ
兼
テ
之
ニ
須
要
ナ
ル
学
科
ヲ
教
授
ス
ル
所
ト
ス

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

一
四
九



第
五
条　

仏
教
高
等
中
学
ハ
教
務
ニ
従
事
セ
ン
ト
ス
ル
者
又
ハ
仏
教
大
学
ニ
入
ラ
ン
ト
ス
ル
者
ニ
須
要
ナ
ル
学
科
ヲ
教
授
ス
ル
所
ト
ス

第
六
条　

仏
教
高
等
中
学
ニ
於
テ
兼
修
ス
ル
所
ノ
学
科
ハ
文
部
省
規
定
ノ
高
等
学
校
ノ
学
科
ヲ
斟
酌
シ
テ
之
ヲ
定
ム
モ
ノ
ト
ス

第
七
条　

仏
教
高
等
中
学
ハ
教
務
ニ
従
事
セ
ン
ト
ス
ル
者
又
ハ
仏
教
大
学
ニ
入
ラ
ン
ト
ス
ル
者
ニ
須
要
ナ
ル
学
科
ヲ
教
授
ス
ル
所
ト
ス

第
八
条　

仏
教
中
学
ニ
於
テ
兼
修
ス
ル
所
ノ
学
科
ハ
文
部
省
規
定
ノ
中
学
ノ
学
科
ヲ
斟
酌
シ
テ
之
ヲ
定
ム
モ
ノ
ト
ス

第
九
条　

仏
教
中
学
ハ
高
等
小
学
全
科
卒
業
ノ
者
及
ヒ
之
ニ
相
当
ス
ル
学
力
ヲ
有
ス
ル
者
ヲ
入
学
セ
シ
ム
〔
以
下
略
（
（3
（

〕

　

続
い
て
同
年
三
月
に
発
表
さ
れ
た
各
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
で
は
、
文
学
寮
の
哲
学
・
語
学
・
卒
業
論
文
な
ど
の
科
目
の
一
部
が
仏
教
高
等
中
学
や
仏
教
大
学
に
継

承
・
配
当
さ
れ
た
（
（4
（

。
し
か
し
、
従
来
の
地
方
教
校
―
文
学
寮
と
い
う
僧
俗
兼
学
・
普
通
学
重
視
の
系
統
と
、
地
方
教
校
―
大
学
林
と
い
う
僧
侶
養
成
・
宗
学
重
視
の
系
統

と
い
う
二
線
型
の
学
校
体
系
は
廃
止
さ
れ
、
仏
教
中
学
（
四
年
）
―
仏
教
高
等
中
学
（
四
年
）
―
仏
教
大
学
（
三
年
）
と
い
う
単
線
型
の
学
校
体
系
へ
と
統
合
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
大
教
院
分
離
後
の
小
教
校
―
中
教
院
―
大
教
校
体
制
（
（4
（

、
一
八
八
八
年
の
二
院
一
寮
の
大
学
林
へ
の
回
帰
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

五
、
大
谷
派
教
育
制
度
の
変
遷

　

本
願
寺
派
が
文
部
省
所
管
と
な
る
こ
と
を
嫌
忌
し
、
内
務
省
所
管
の
僧
侶
養
成
学
校
に
回
帰
し
て
い
く
傾
向
を
強
め
た
の
に
対
し
、
文
部
省
の
方
針
に
も
積
極
的
に
対

応
し
、
い
ち
早
く
徴
兵
猶
予
の
特
典
を
得
る
な
ど
、
現
実
的
路
線
を
採
用
し
た
の
が
大
谷
派
で
あ
っ
た
。

　

大
谷
派
は
、
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
に
京
都
府
尋
常
中
学
校
を
京
都
府
に
返
上
し
た
翌
九
四
年
に
、
中
学
寮
条
例
・
大
学
寮
条
例
を
制
定
し
て
教
育
制
度
を
整

備
し
た
（
（4
（

。
中
学
寮
は
第
一
（
京
都
）・
第
二
（
東
京
）・
第
三
（
山
形
）・
第
四
（
金
沢
）・
第
五
（
久
留
米
）
の
五
寮
を
設
置
し
、「
寺
院
住
職
タ
ラ
ン
ト
ス
ル
者
及
大
学

寮
ニ
入
リ
修
学
セ
ン
ト
ス
ル
者
ニ
適
当
ノ
教
育
ヲ
施
ス
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
規
定
し
た
。
一
方
、
大
学
寮
は
京
都
に
設
置
さ
れ
、「
派
内
ノ
僧
侶
ヲ
シ
テ
深
ク
宗
余
乗

等
枢
要
ナ
ル
学
科
ヲ
研
習
セ
シ
メ
教
導
ノ
重
任
ヲ
尽
ス
ニ
足
ル
ベ
キ
智
徳
ヲ
養
成
ス
ル
ヲ
目
的
ト
ス
」
と
さ
れ
て
い
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
は
、
い
ず
れ
も
僧
侶
養

成
を
目
的
と
す
る
学
校
と
し
て
、
宗
乗
・
余
乗
に
重
点
を
置
か
れ
て
い
た
。
宗
乗
・
余
乗
以
外
の
科
目
で
は
、
中
学
寮
第
一
部
で
国
語
・
漢
文
・
地
理
歴
史
・
数
学
・
科

学
・
哲
学
な
ど
の
科
目
が
配
当
さ
れ
、
第
二
部
に
は
外
国
語
も
開
講
さ
れ
た
が
、
第
二
部
が
あ
る
の
は
京
都
の
第
一
中
学
寮
だ
け
で
あ
っ
た
。
ま
た
大
学
寮
第
一
部
で
は

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

一
五
〇



国
文
漢
文
・
哲
学
・
数
学
が
開
講
さ
れ
、
第
二
部
に
は
さ
ら
に
科
学
も
加
え
ら
れ
て
い
た
が
、
外
国
語
は
開
講
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
当
時
、
大
谷
派
は
両
堂
再
建
な
ど

も
あ
っ
て
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
本
願
寺
派
の
よ
う
に
僧
俗
兼
学
・
普
通
学
重
視
の
学
校
を
別
置
す
る
経
済
的
余
裕
は
な
く
、
普
通
学
の
科
目
を
や
や
増
や
し

た
第
二
部
の
併
設
に
止
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
八
九
六
年
六
月
に
も
学
校
制
度
の
改
革
が
あ
り
、
ま
ず
安
居
・
宗
乗
専
攻
院
で
組
織
す
る
真
宗
高
倉
学
寮
が
新
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に
真
宗
大
学
寮
条
例
・
真
宗
中
学

寮
条
例
が
廃
止
さ
れ
、
真
宗
高
倉
学
寮
条
例
・
真
宗
大
学
条
例
・
真
宗
中
学
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。
真
宗
中
学
条
例
で
は
、
京
都
・
東
京
・
福
井
・
金
沢
・
高
田
・
三

条
・
岡
崎
・
名
古
屋
・
岐
阜
・
高
岡
・
七
尾
・
久
留
米
・
酒
田
に
真
宗
中
学
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
外
国
語
を
教
授
す
る
第
二
部
が
、
京
都
に
加
え
て
東
京

に
も
併
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
（4
（

。
前
年
に
両
堂
再
建
を
終
え
、
財
政
が
や
や
好
転
し
た
結
果
と
推
察
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
点
で
は
、
ま
だ
本
願
寺
派
の
学
校
制
度
の
方

が
は
る
か
に
充
実
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
八
九
七
年
に
宗
政
に
復
帰
し
た
石
川
舜
台
が
、
教
学
面
で
清
沢
満
之
の
意
見
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
状
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
。

本
願
寺
派
が
文
学
寮
の
中
学
校
認
可
計
画
に
着
手
し
始
め
た
同
年
七
月
、
清
沢
満
之
は
『
教
界
時
言
』
九
号
に
「
真
宗
大
学
新
築
の
位
置
に
就
き
て
」
を
発
表
し
、
真
宗

大
学
を
東
京
と
京
都
と
に
設
置
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
先
ず
東
京
に
開
設
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
同
年
八
月
に
は
真
宗
中
学
条
例
が
更
改
さ
れ
、
第
一
部
・
第
二
部
制

を
廃
し
て
、
外
国
語
に
重
点
を
置
い
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
制
定
さ
れ
た
（
（4
（

。

　

一
八
九
九
年
二
月
に
第
二
次
中
学
校
令
が
発
布
さ
れ
る
と
、
中
学
校
認
可
計
画
が
頓
挫
し
て
文
学
寮
が
衰
運
に
向
い
つ
つ
あ
っ
た
本
願
寺
派
を
尻
目
に
、
五
月
に
は
、

第
二
次
中
学
校
令
に
対
応
し
た
新
た
な
真
宗
中
学
校
条
例
を
発
布
し
た
。
そ
の
第
一
条
は
、
中
学
校
令
の
第
一
条
「
中
学
校
ハ
男
子
ニ
須
要
ナ
ル
高
等
普
通
教
育
ヲ
為
ス

ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
」
と
い
う
条
文
を
参
考
に
、「
真
宗
中
学
ハ
真
宗
ノ
僧
侶
ニ
須
要
ナ
ル
高
等
普
通
教
育
ヲ
施
ス
所
ト
ス
」
と
定
め
、
高
等
普
通
教
育
を
行
う
こ
と
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
真
宗
中
学
を
京
都
・
東
京
に
限
定
し
て
設
置
す
る
方
針
を
示
し
、
米
北
中
学
・
加
賀
中
学
・
久
留
米
中
学
の
三
校
は
当
分
存
置
と
し
、
六
月
に

は
中
学
校
令
に
準
拠
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
表
が
発
表
さ
れ
た
。
同
時
に
新
た
な
真
宗
大
学
条
例
も
発
布
さ
れ
、
宗
乗
科
・
華
厳
科
・
天
台
科
・
性
相
科
の
四
科
が
置
か
れ

る
こ
と
と
な
り
、
い
ず
れ
の
科
で
も
宗
乗
・
余
乗
の
ほ
か
哲
学
と
英
語
が
開
講
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
（4
（

。
そ
し
て
、
こ
の
年
の
夏
頃
、
石
川
舜
台
は
、
清
沢
満
之
を
勧
学

局
次
長
・
真
宗
大
学
学
監
心
得
に
起
用
し
、
以
後
、
石
川
と
清
沢
の
間
で
、
真
宗
大
学
の
東
京
移
転
計
画
が
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
（4
（

。

　

さ
ら
に
一
九
九
九
年
八
月
に
私
立
学
校
令
が
発
布
さ
れ
、
本
願
寺
派
が
文
部
省
へ
の
対
応
を
躊
躇
す
る
な
か
、
大
谷
派
は
、
同
年
十
二
月
に
米
北
中
学
・
加
賀
中
学
・

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

一
五
一



久
留
米
中
学
を
翌
年
八
月
三
十
日
限
り
で
廃
止
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
本
山
立
の
東
京
・
京
都
真
宗
中
学
以
外
に
、
私
立
真
宗
中
学
を
設
立
す
る
際
の
基
準

を
定
め
た
「
大
谷
派
私
立
中
学
設
立
認
可
及
取
扱
規
則
」
を
制
定
し
、
同
時
に
真
宗
大
学
の
東
京
移
転
が
発
表
さ
れ
た
（
（4
（

。
ま
た
文
部
省
に
対
し
て
も
迅
速
に
対
応
し
、
翌

一
九
〇
〇
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、
真
宗
京
都
中
学
・
真
宗
大
学
・
真
宗
東
京
中
学
が
、
次
々
と
徴
兵
猶
予
の
特
典
を
獲
得
し
て
い
っ
た
（
（4
（

。

　

仏
教
学
校
へ
の
徴
兵
猶
予
の
特
典
付
与
は
大
谷
派
が
最
初
で
あ
り
、
そ
の
後
、
同
年
十
二
月
に
浄
土
宗
高
等
学
院
に
も
付
与
さ
れ
た
が
、
本
願
寺
派
の
学
校
で
は
、
仏

教
高
等
中
学
の
翌
〇
一
年
五
月
が
最
初
で
あ
っ
た
（
（4
（

。
こ
こ
に
至
っ
て
、
仏
教
界
の
学
校
教
育
事
業
で
常
に
先
導

的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
本
願
寺
派
は
、
完
全
に
大
谷
派
か
ら
後
れ
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
願

寺
派
の
学
校
改
革
の
立
ち
後
れ
は
、
以
下
の
学
生
数
の
デ
ー
タ
か
ら
も
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
谷
派
が
真
宗
中
学
を
京
都
と
東
京
に
限
定
さ
せ
、
一
般
の
中
学
校
に
遜
色
の
な
い
よ
う
教
育
的
充
実
を

図
っ
た
の
に
対
し
、
本
願
寺
派
は
一
九
〇
〇
年
の
学
校
条
例
発
布
後
も
十
七
校
の
仏
教
中
学
が
存
続
し
て
い
た
。

翌
年
に
二
校
が
減
少
し
た
も
の
の
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
百
名
に
満
た
な
い
小
規
模
で
不
完
全
な
学
校
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
問
題
点
は
、
前
身
の
共
立
教
校
か
ら
仏
教
中
学
へ

の
改
組
が
検
討
さ
れ
る
際
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の

統
廃
合
は
進
ま
な
か
っ
た
（
（5
（

。
こ
の
た
め
、
少
し
後
の
こ
と
に

な
る
が
、
次
の
よ
う
な
仏
教
中
学
に
対
す
る
声
も
寄
せ
ら
れ

て
い
た
。

少
し
手
元
の
富
裕
な
寺
に
な
る
と
、
た
と
ひ
僧
侶
に
す

べ
き
も
の
で
も
仏
教
中
学
は
不
完
全
な
り
と
云
ふ
の
で
、

最
初
か
ら
地
方
の
普
通
学
校
に
入
学
せ
し
む
る
も
の
も

往
々
あ
り
、
今
日
の
仏
教
学
校
の
其
内
部
に
す
ら
信
任

（
備
考
）　

備
後
仏
教
中
学
、
熊
本
仏
教
中
学
の
二
学
校
は
昨
三
十
四
年
四
月
已

降
休
学
せ
し
を
以
て
表
中
を
脱
す

（
石
倉
重
継
『
本
派
本
願
寺
名
所
図
会
』
博
文
館
、
一
九
〇
二
年
）

私
立
仏
教
大
学

私
立
仏
教
高
等
中
学

私
立
模
範
仏
教
中
学

私
立
大
和
仏
教
中
学

私
立
西
肥
仏
教
中
学

私
立
広
島
仏
教
中
学

私
立
姫
路
仏
教
中
学

私
立
金
亀
仏
教
中
学

私
立
楓
川
仏
教
中
学

私
立
越
中
仏
教
中
学

私
立
四
州
仏
教
中
学

私
立
北
豊
仏
教
中
学

私
立
三
重
仏
教
中
学

私
立
福
井
仏
教
中
学

私
立
山
口
仏
教
中
学

私
立
福
岡
仏
教
中
学

私
立
和
歌
山
仏
教
中
学

看
護
婦
養
成
所

校　
　

名

　

本
願
寺
派
学
校
表
（
一
九
〇
一
年
十
二
月
現
在
）

一
一

一
九

一
三六八

一
一九八七

　

六五七七九九七五二

授
業
師

七六五二四六四三三六四六四三二四一二

職　

員

九
九

一
〇
六

一
六
一

五
八

一
二
〇

一
三
〇

七
五

一
一
五

四
五

九
八

四
三

一
〇
一

五
七

九
五

六
三

九
七

三
二

二
四

現
在
生
徒

（『
宗
報
』
一
九
〇
一
年
九
月
二
十
一
日
）

内
国
ノ
部

　

真
宗
高
倉
大
学
寮

　

真
宗
大
学

　

真
宗
京
都
中
学

　

真
宗
東
京
中
学

　

教
導
講
習
院

　

声
香
館

認
可
学
校
ノ
部

　

加
賀
中
学

　

尾
張
中
学

校　
　

名

　

大
谷
派
学
校
一
覧
表（
一
九
〇
一
年
六
月
現
在
）

九
二
七

三
六

二
六

一
九五七

一
五

職
員
数

一
三
三

一
五
八

四
五
七

一
六
八

一
五一

三
六

六
〇

所
化
数

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

一
五
二



さ
れ
ざ
る
こ
と
斯
く
の
如
し
（
（5
（

　

一
方
、
仏
教
大
学
・
仏
教
高
等
中
学
の
生
徒
数
も
、
真
宗
高
倉
学
寮
・
真
宗
大
学
に
比
べ
て
少
な
い
。
仏
教
中
学
―
仏
教
高
等
中
学
―
仏
教
大
学
は
、
内
務
省
所
轄
の

宗
教
学
校
と
し
て
構
想
さ
れ
、
一
般
中
学
校
か
ら
の
編
入
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
い
っ
た
ん
一
般
の
中
学
校
に
入
学
す
る
と
、
寺
院
出
身
者
と
い
え
ど
も
、

高
等
学
校
・
帝
国
大
学
や
慶
應
義
塾
等
の
他
の
学
校
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
制
度
や
方
針
が
二
転
三
転
し
た
こ
と
、
徴
兵
猶
予
の
特
典

へ
の
対
応
が
遅
れ
た
こ
と
も
入
学
を
断
念
す
る
原
因
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
総
じ
て
言
え
ば
、
派
内
の
抗
争
に
終
始
し
、
一
般
の
教
育
欲
求
へ
の
配
慮
や
文
部
省
へ

の
対
応
を
怠
っ
た
結
果
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

六
、
本
願
寺
派
の
焦
燥
と
東
京
進
出

　

当
時
、
本
願
寺
派
と
大
谷
派
と
は
、
政
府
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
対
立
し
て
い
た
（
（5
（

。
大
谷
派
は
、
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
九
月
の
巣
鴨
教
誨
師
事
件
を

契
機
と
し
て
、
宗
派
を
挙
げ
て
仏
教
公
認
教
運
動
に
着
手
し
、
そ
の
後
も
宗
教
法
案
が
浮
上
す
る
と
、
こ
れ
へ
の
全
国
的
な
反
対
運
動
を
組
織
・
主
導
し
た
。
そ
の
主
張

は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
同
列
に
扱
わ
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
、
仏
教
へ
の
国
家
的
優
遇
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
内
務
省
の
宗
教
行
政
に
強
硬
に
反
対
す
る
姿
勢
を
見
せ
た
一

方
で
、
文
部
省
の
学
校
行
政
に
対
し
て
は
柔
軟
な
対
応
を
採
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
本
願
寺
派
は
、
こ
と
ご
と
く
内
務
省
行
政
に
協
調
し
て
大
谷
派
に
反
対
す
る
立
場
を
採
っ
た
。
計
画
中
で
あ
っ
た
大
日
本
仏
教
慈
善
会
財
団
の
認
可
等

へ
の
便
宜
を
期
待
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
内
務
省
と
の
蜜
月
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
文
部
省
へ
の
対
応
を
等
閑
視
す
る
一
因
と
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
大
谷
派
の
関
係
学
校
が
次
々
に
徴
兵
猶
予
の
特
典
を
獲
得
し
、
真
宗
大
学
の
東
京
移
転
が
決
定
す
る
と
、
強
い
危
機
意
識
を
抱
い
た
に
違
い
な
い
。

　

仏
教
系
雑
誌
に
は
、
大
谷
派
の
教
育
事
業
の
躍
進
を
指
摘
し
、
い
ず
れ
大
谷
派
が
東
京
の
仏
教
界
を
席
巻
す
る
で
あ
ろ
う
と
の
展
望
を
述
べ
る
論
説
が
掲
載
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
〇
一
年
二
月
『
新
佛
教
』
掲
載
の
「
東
京
の
仏
教
界
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

兎
も
あ
れ
、
此
の
東
本
願
寺
派
、
西
本
願
寺
派
、
禅
宗
派
を
、
東
京
仏
教
の
三
大
勢
力
と
す
れ
ば
、
先
づ
東
本
願
寺
派
を
一
番
有
望
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
清
沢
氏

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

一
五
三



の
一
団
は
、
独
り
雑
誌
発
行
を
一
事
業
と
し
て
居
る
の
み
で
は
な
く
、
信
仰
鼓
吹
に
も
大
に
力
を
尽
し
て
居
る
。
且
つ
清
沢
氏
は
、
確
に
人
を
感
化
す
る
力
の
あ
る

人
で
あ
る
の
だ
。（
中
略
）
東
京
の
中
心
た
る
べ
き
本
郷
（
小
石
川
、
下
谷
、
浅
草
を
含
ん
で
）
は
、
東
本
願
寺
派
の
占
有
す
る
所
と
な
る
は
疑
い
な
い
、
こ
れ
で

真
宗
大
学
が
、
愈
東
京
に
遷
さ
れ
た
な
ら
ば
、
最
早
西
本
願
寺
の
勢
力
の
、
全
く
本
郷
に
範
囲
を
き
め
ら
れ
る
時
と
思
ふ
べ
き
で
あ
る
（
（5
（

。

　

東
京
の
仏
教
界
で
、
大
谷
派
の
勢
力
が
最
も
有
力
で
あ
り
、
真
宗
大
学
の
東
京
移
転
後
に
、
そ
の
趨
勢
は
決
定
的
な
も
の
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
月
発
行
の
本

願
寺
派
系
『
伝
道
新
誌
』
も
、
本
願
寺
派
が
学
校
教
育
で
大
谷
派
の
後
塵
を
拝
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

頃
日
或
人
の
語
る
を
聞
く
に
七
八
年
前
の
本
派
の
学
事
は
遙
か
に
大
派
の
上
に
凌
駕
し
た
る
は
事
実
な
り
し
も
今
に
至
り
て
之
を
比
す
る
に
本
派
は
不
知
不
識
の
間

に
大
派
の
後
へ
に
撞
着
す
る
有
様
と
な
り
た
り
（
中
略
）
又
真
宗
大
学
移
転
の
議
は
一
昨
三
十
二
年
に
議
制
局
会
議
に
可
決
せ
ら
れ
爾
来
着
々
其
工
事
と
設
備
と
に

怠
り
な
く
愈
本
年
四
月
に
は
満
足
に
移
転
し
得
べ
き
結
構
を
な
し
終
り
た
り
と
又
中
学
の
如
き
も
東
京
真
宗
中
学
に
は
村
上
博
士
あ
り
て
統
督
し
京
都
中
学
に
は
稲

葉
理
学
士
学
長
の
任
に
当
り
董
監
其
宜
き
を
得
た
り
学
生
々
徒
の
数
も
東
西
を
合
せ
ば
七
百
余
名
の
多
数
あ
り
是
を
本
派
の
学
事
に
比
せ
ば
如
何
の
感
か
あ
る
佛
教

大
学
の
名
称
は
真
宗
大
学
の
名
称
よ
り
大
な
る
も
後
よ
り
彼
れ
が
顰
に
傚
ふ
た
る
に
過
ぎ
ず
其
実
学
生
の
多
寡
実
力
の
競
争
に
至
り
て
は
定
で
一
歩
を
輸
せ
ざ
る
可

ら
ざ
る
べ
し
（
（5
（

　

一
九
〇
〇
年
六
月
、
本
願
寺
派
は
突
如
し
て
仏
教
高
等
中
学
の
東
京
高
輪
へ
の
移
転
を
告
示
し
た
（
（5
（

。
従
来
よ
り
、
大
谷
派
は
一
貫
し
て
東
京
に
教
校
・
真
宗
中
学
寮
・

真
宗
中
学
を
設
置
し
て
き
た
が
、
本
願
寺
派
の
場
合
、
東
京
の
積
徳
教
校
は
設
置
・
廃
止
を
繰
り
返
し
て
お
り
（
（5
（

、
仏
教
中
学
へ
と
改
組
さ
れ
た
際
に
も
東
京
に
は
設
置
さ

れ
な
か
っ
た
。
仏
教
中
学
を
欠
く
な
か
で
、
仏
教
高
等
中
学
の
み
を
東
京
に
移
す
の
は
不
用
意
な
措
置
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

移
転
発
表
は
、
大
谷
派
の
真
宗
大
学
の
東
京
移
転
発
表
の
半
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
九
月
に
移
転
し
て
翌
月
か
ら
講
義
を
開
始
す
る
と
い
う
慌
た
だ
し
い
も
の
で
、
校

舎
が
未
完
成
で
あ
っ
た
た
め
近
傍
の
寺
院
を
借
り
、
壁
土
の
乾
か
な
い
教
室
で
講
義
が
続
け
ら
れ
た
と
い
う
（
（5
（

。
移
転
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
も
急
な
も
の
で
、
臨
時
集
会
を
開

い
て
地
方
選
出
の
総
代
会
衆
の
意
見
を
充
分
に
聴
取
す
る
こ
と
な
く
、
京
都
の
常
在
会
衆
の
照
会
を
経
て
法
主
の
認
可
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
（5
（

。

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

一
五
四



　

大
谷
派
の
動
向
を
意
識
し
た
決
定
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
拙
速
な
対
応
へ
の
批
判
も
多
か
っ
た
。『
伝
道
新
誌
』
は
、「
此
問
題
は
十
分
に
研
究
を
要
す
る
こ

と
ゝ
信
ず
、
大
谷
派
が
真
宗
大
学
を
東
京
に
移
し
た
が
故
に
東
京
に
移
す
べ
し
と
云
ふ
位
の
話
し
な
ら
ば
、
吾
人
は
絶
対
的
に
反
対
で
あ
る
（
（5
（

」
と
主
張
し
、『
教
学
報

知
』
は
、「
こ
の
突
飛
的
の
改
革
。
大
派
尻
馬
的
の
妄
動
」
と
い
い
、
本
願
寺
派
の
姿
勢
を
次
の
よ
う
に
酷
評
し
た
。

由
来
本
願
寺
は
昨
年
宗
教
法
案
以
来
主
義
な
く
識
見
な
く
胆
略
な
く
万
事
首
鼠
両
端
。
法
案
に
手
を
出
し
て
大
谷
派
に
や
ら
れ
。
仏
骨
奉
迎
に
手
を
出
し
て
味
噌
を

つ
け
。
大
谷
派
に
三
中
学
案
を
決
す
れ
ば
忽
ち
做
ふ
て
学
制
学
区
の
改
正
を
企
て
。
大
谷
派
大
学
中
学
と
系
統
的
に
学
制
を
立
つ
れ
ば
忽
ち
尻
馬
に
乗
り
。
大
谷
派

真
宗
大
学
を
東
京
に
移
さ
ん
と
す
れ
ば
本
派
亦
た
之
が
尻
馬
に
乗
り
躁
ぎ
廻
ら
ん
と
す
。
何
等
の
無
主
義
何
等
の
無
見
識
ぞ
（
（6
（

。

七
、
高
輪
仏
教
大
学
開
設
に
至
る
経
緯

　

仏
教
高
等
中
学
を
東
京
に
移
転
し
た
結
果
、
制
定
し
た
ば
か
り
の
学
校
条
例
に
修
正
を
加
え
る
必
要
が
生
じ
た
。
仏
教
中
学
（
地
方
）
―
仏
教
高
等
中
学
（
東
京
）
―

仏
教
大
学
（
京
都
）
は
単
線
型
の
学
校
体
系
で
あ
っ
た
た
め
、
学
生
は
頻
繁
に
就
学
地
を
変
え
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
。
大
谷
派
に
対
抗
し
て
教
育
内
容
を
充
実
を
図
る
必

要
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
て
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
四
月
、
模
範
仏
教
中
学
（
一
九
〇
〇
年
九
月
、
中
央
仏
教
中
学
を
改
称
）
が
、
東
京
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
仏
教
大
学
分
教
場

が
高
等
仏
教
中
学
内
に
開
設
さ
れ
た
（
（6
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
東
京
の
み
で
、
模
範
仏
教
中
学
―
仏
教
高
等
中
学
―
仏
教
大
学
分
教
場
へ
と
進
学
で
き
る
コ
ー
ス
も
設
定
さ
れ
た
。

し
か
し
、
今
度
は
京
都
に
仏
教
中
学
の
設
置
を
欠
く
と
い
う
状
況
が
生
じ
た
。

　

同
年
八
月
に
は
、
学
校
条
例
も
更
改
さ
れ
、
従
来
の
仏
教
中
学
（
四
年
）
―
仏
教
高
等
中
学
（
四
年
）
―
仏
教
大
学
（
三
年
）
を
、
仏
教
中
学
（
五
年
）
―
仏
教
高
等

中
学
（
二
年
）
―
仏
教
大
学
（
三
年
）
に
変
更
し
た
。
仏
教
中
学
を
中
学
校
令
に
準
拠
し
て
五
年
制
と
し
、
仏
教
高
等
中
学
を
仏
教
大
学
予
科
に
再
編
し
て
、
す
べ
て
の

学
校
で
徴
兵
猶
予
の
特
典
を
獲
得
し
て
文
部
省
所
轄
学
校
と
の
連
絡
を
図
る
意
図
が
あ
っ
た
（
（6
（

。
文
部
省
の
所
管
学
校
と
な
る
こ
と
を
嫌
忌
し
、
内
務
省
所
轄
の
宗
教
学
校

に
止
ま
ろ
う
と
す
る
方
針
は
転
換
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

一
五
五



　

特
に
仏
教
高
等
中
学
と
仏
教
大
学
で
は
、
教
育
課
程
も
大
き
く
変
更
さ
れ
、
と
も
に
専
門
部
（
宗
乗
・
余
乗
中
心
）、
哲
学
部
・
教
育
部
の
三
部
構
成
と
な
っ
て
多
彩

な
学
科
が
配
当
さ
れ
た
（
（6
（

。
こ
の
三
部
の
内
、
東
京
の
仏
教
高
等
中
学
・
仏
教
大
学
分
教
場
に
開
設
さ
れ
た
の
は
哲
学
部
と
教
育
部
の
み
で
、
専
門
部
は
京
都
の
仏
教
大
学

に
残
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
（6
（

。
こ
こ
に
至
っ
て
、
い
っ
た
ん
解
体
さ
れ
た
普
通
学
重
視
の
学
校
は
、
東
京
高
輪
に
独
立
復
活
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、

九
月
に
は
大
谷
派
真
宗
大
学
の
校
舎
が
巣
鴨
に
落
成
し
て
東
京
に
移
転
し
、
学
監
に
清
沢
満
之
が
就
任
し
た
。
本
願
寺
派
の
一
連
の
施
策
は
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
急
ピ
ッ

チ
に
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
一
月
に
は
、
ま
た
し
て
も
学
校
条
例
が
改
訂
さ
れ
た
。
仏
教
高
等
中
学
が
廃
止
さ
れ
、
本
願
寺
派
の
設
置
す
る
学
校
は
仏
教
大
学
・
仏

教
中
学
の
二
種
と
さ
れ
た
。
前
回
の
改
訂
で
実
質
的
に
仏
教
大
学
予
科
に
再
編
さ
れ
て
い
た
仏
教
高
等
中
学
を
、
制
度
上
も
仏
教
大
学
に
編
入
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
仏

教
大
学
に
考
究
院
が
併
設
さ
れ
、
予
科
二
年
―
本
科
三
年
―
考
究
院
五
年
の
編
成
と
な
っ
た
。
一
方
、
仏
教
中
学
は
全
国
に
五
校
を
開
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

同
年
三
月
、
仏
教
大
学
は
仏
教
専
門
大
学
と
高
輪
仏
教
大
学
の
二
校
と
す
る
こ
と
が
告
示
さ
れ
た
。
仏
教
専
門
大
学
は
京
都
に
設
置
さ
れ
、
宗
乗
・
余
乗
を
中
心
と
し

考
究
院
を
併
設
し
た
。
高
輪
仏
教
大
学
は
哲
学
部
・
教
育
部
・
歴
史
部
の
三
部
構
成
で
あ
り
、
四
月
の
開
校
に
と
も
な
い
三
月
末
で
仏
教
大
学
分
教
場
は
廃
止
と
な
っ
た
。

ま
た
模
範
仏
教
中
学
は
第
一
仏
教
中
学
と
な
り
、
仏
教
中
学
の
設
立
と
名
称
は
、
第
一
仏
教
中
学
（
東
京
市
高
輪
）、
第
二
仏
教
中
学
（
福
井
市
）、
第
三
仏
教
中
学
（
滋

賀
県
彦
根
町
）、
第
四
仏
教
中
学
（
広
島
市
）、
第
五
仏
教
中
学
（
佐
賀
市
）
と
決
ま
っ
た
（
（6
（

。
十
数
校
あ
っ
た
仏
教
中
学
を
統
廃
合
し
て
、
本
山
直
営
と
し
教
育
内
容
の
充

実
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
学
校
条
例
の
改
訂
は
前
年
十
月
開
催
の
定
期
集
会
の
審
議
可
決
を
経
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
確
た
る
方
針
が
な
く
二
転
三
転
す
る
学
校
制
度
と
、

そ
の
た
め
に
莫
大
な
経
費
が
投
入
さ
れ
る
こ
と
へ
の
不
満
が
、
宗
派
内
に
充
満
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
（6
（

。
こ
の
た
め
、
学
校
条
例
の
改
訂
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
た

も
の
の
、
審
議
の
過
程
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
反
対
意
見
を
述
べ
る
地
方
選
出
の
総
代
会
衆
も
い
た
。

経
費
ノ
コ
ト
ニ
付
テ
ハ
困
難
ナ
ル
モ
現
在
通
リ
ニ
シ
テ
替
ヘ
子
ハ
ヨ
イ
カ
度
々
更
改
ハ
好
マ
ヌ
コ
ト
ナ
リ
教
育
上
ニ
付
テ
ハ
何
等
ノ
考
ヘ
ア
ル
ヤ
本
派
ノ
教
育
ト
シ

テ
経
費
ノ
無
ヒ
中
ナ
レ
ハ
不
完
全
ナ
ル
カ
世
間
ノ
尋
中
ハ
完
全
ナ
リ
依
テ
最
寄
々
々
ニ
尋
中
ア
レ
ハ
本
派
ノ
子
弟
ニ
シ
テ
尋
中
ニ
入
学
セ
リ
本
山
ニ
テ
普
通
教
育
ヲ

施
サ
子
ハ
ナ
ラ
ヌ
精
神
ハ
何
レ
ニ
ア
ル
ヤ
（
（6
（

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

一
五
六



　

さ
ら
に
学
校
条
例
改
訂
案
等
の
当
局
提
出
の
議
題
を
審
議
・
可
決
し
た
後
、
集
会
は
門
末
か
ら
建
議
案
の
審
議
に
移
っ
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
「
学

制
更
改
建
議
案
」
が
あ
っ
た
。

本
山
ハ
普
通
学
制
ヲ
全
廃
シ
之
ヲ
政
府
管
理
ノ
学
校
ニ
一
任
シ
唯
内
典
ノ
義
趣
ヲ
究
ハ
メ
シ
ム
ル
学
制
ヲ
設
ケ
中
学
卒
業
以
上
ノ
者
ヲ
入
校
セ
シ
メ
教
師
住
職
ノ
資

格
ヲ
与
エ
愈
々
上
進
ス
ル
者
エ
ハ
相
当
ノ
学
階
ヲ
授
ク
ヘ
シ
科
目
年
限
等
ハ
当
路
者
ノ
成
案
ヲ
更
ニ
一
国
一
人
若
ク
ハ
二
人
ノ
公
撰
ヨ
リ
得
ル
学
識
経
験
ア
ル
者
ニ

討
議
セ
シ
メ
テ
其
議
決
ヲ
用
ユ
ヘ
シ
是
レ
宗
学
振
起
人
物
養
成
上
且
一
派
経
済
上
寛
全
ノ
策
ナ
リ
謹
テ
建
議
ス

　

但
シ
広
島
福
井
等
ノ
如
ク
已
ニ
維
持
ノ
基
礎
立
チ
居
ル
分
ハ
其
儘
据
置
キ
卒
業
者
ヲ
相
当
ノ
級
ヒ
配
当
ス
ヘ
シ

　
　
　
　
　

理　
　

由

近
来
我
本
山
ハ
宗
学
ヲ
軽
ン
シ
財
源
ヲ
考
エ
ス
社
会
学
一
方
ニ
偏
シ
無
効
ニ
信
施
ヲ
消
費
セ
リ
故
ニ
大
中
学
ヲ
論
セ
ス
徒
ニ
科
目
ノ
ミ
多
端
ニ
シ
テ
設
備
上
取
締
上

且
生
徒
ノ
成
蹟
ニ
至
ル
マ
テ
悉
ク
不
完
全
ノ
実
際
ヲ
表
彰
ス
豈
慨
嘆
ノ
至
リ
ナ
ラ
ス
ヤ
是
レ
数
多
ノ
原
因
ア
リ
ト
雖
ト
モ
主
ト
シ
テ
目
的
ノ
一
方
ニ
偏
ス
ル
ト
経
済

ノ
道
ヲ
誤
ル
ト
ニ
由
ル
ナ
リ
然
ラ
ハ
則
チ
無
理
算
段
ノ
支
出
ヲ
ナ
シ
テ
不
完
全
ノ
学
制
ヲ
維
持
ス
ル
ハ
害
ア
ル
モ
利
ナ
シ
〔
以
下
略
（
（6
（

〕

　

こ
の
建
議
で
は
、
一
九
〇
〇
年
の
学
校
条
例
の
方
針
に
立
ち
返
っ
て
、
普
通
教
育
か
ら
撤
退
し
て
僧
侶
養
成
に
専
念
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
建
議
は
集
会
で
賛

成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
が
、
先
に
可
決
し
た
学
校
条
例
の
改
訂
案
と
の
間
で
齟
齬
が
生
じ
る
た
め
、
建
議
採
択
の
結
果
は
参
考
と
し
て
当
局
者
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
学
校
条
例
改
訂
案
の
可
決
は
宗
政
当
局
へ
の
手
前
、
止
む
な
く
賛
同
し
た
結
果
で
あ
り
、
会
衆
の
多
く
は
普
通
教
育
撤
廃
建
議
に
よ
り
強
く
賛
同
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
一
九
〇
二
年
四
月
、
高
輪
仏
教
大
学
は
開
校
し
た
。
し
か
し
、
宗
派
内
の
多
く
の
賛
同
を
得
て
発
足
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お　

わ　

り　

に

　

高
輪
仏
教
大
学
へ
の
外
部
か
ら
の
評
価
は
決
し
て
芳
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
中
外
日
報
』
は
、「
某
大
学
教
授
の
談
」
と
し
て
、
次
の
よ

う
な
意
見
を
報
道
し
て
い
る
。

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

一
五
七



仏
教
専
門
大
学
に
仏
教
大
学
随
分
妙
な
工
合
に
大
学
を
設
け
た
も
の
だ
、
多
分
新
思
想
と
旧
思
想
と
の
両
論
者
を
満
足
さ
す
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
ら
ふ
、
夫
れ
よ

り
以
外
に
一
定
の
主
義
方
針
あ
り
と
も
見
へ
ん
が
、
一
体
教
育
を
す
る
の
に
一
定
の
方
針
を
立
て
ず
や
る
と
経
費
位
の
損
耗
で
な
く
一
派
の
学
生
を
殺
し
て
仕
貰
ふ

様
な
不
幸
が
で
き
る
、
然
し
別
に
本
願
寺
に
一
定
の
方
針
あ
り
と
云
へ
ば
夫
れ
ま
で
ゞ
あ
る
が
、
外
か
ら
見
る
と
変
な
も
の
で
あ
る
（
（6
（

　

一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年
一
月
に
大
谷
光
尊
が
没
し
、
四
月
に
外
遊
か
ら
急
き
ょ
帰
国
し
た
光
瑞
が
法
主
を
継
職
し
た
。
六
月
、
光
瑞
は
安
居
開
繙
式
に
あ
っ
て
、

あ
く
ま
で
宗
乗
の
研
究
が
主
で
あ
り
、
普
通
学
は
従
に
過
ぎ
な
い
と
の
教
学
方
針
に
つ
い
て
説
諭
し
た
（
（7
（

。
こ
の
訓
示
を
受
け
て
、
十
月
に
は
教
学
参
議
部
議
事
会
が
開
催

さ
れ
た
。
こ
の
会
議
で
は
、
赤
松
連
城
が
議
長
を
務
め
た
ほ
か
、
島
地
黙
雷
・
利
井
明
朗
な
ど
教
団
近
代
化
を
推
進
し
て
き
た
重
鎮
が
議
事
に
加
わ
り
（
（7
（

、
次
の
よ
う
な
復

古
的
な
色
彩
の
強
い
学
制
更
改
方
針
を
決
議
し
た
。

　

学
制
更
改
方
針

第
一
条　

本
派
ノ
教
育
ハ
徳
育
ヲ
主
ト
シ
智
育
之
ニ
亜
ク

第
二
条　

本
派
ノ
教
育
ハ
大
学
林
中
学
寮
ニ
於
テ
之
ヲ
為
ス

第
三
条　

大
学
林
ハ
講
座
ヲ
設
ケ
宗
教
及
ヒ
之
ニ
関
ス
ル
研
究
ヲ
為
サ
シ
ム
〔
以
下
略
（
（7
（

〕

　
『
中
外
日
報
』
は
、
こ
の
方
針
が
実
施
に
移
さ
れ
、
普
通
学
を
全
廃
し
仏
教
中
学
・
仏
教
大
学
を
閉
鎖
し
て
旧
学
林
制
度
が
復
活
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、「
正
に

是
れ
本
派
教
育
の
大
々
危
機
な
り
」
と
い
い
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
（
（7
（

。
ま
た
『
新
佛
教
』
も
、
各
宗
派
の
教
育
事
業
の
進
展
に
本
願
寺
派
が
先
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
こ

と
に
ふ
れ
、「
今
に
し
て
本
派
本
願
寺
が
、
自
ら
其
の
制
度
を
根
本
的
に
破
壊
し
て
、
学
寮
時
代
の
旧
教
育
に
復
せ
ん
と
企
つ
る
も
の
は
何
ぞ
や
」
と
い
い
、「
此
の
浮
薄

の
学
寮
案
を
撤
回
す
べ
き
こ
と
」
を
勧
告
し
た
（
（7
（

。
一
方
、
高
輪
仏
教
大
学
の
教
職
員
も
、
十
月
末
に
は
『
教
学
私
見
』
を
参
議
部
議
事
等
に
配
付
し
て
反
対
運
動
に
着
手

し
た
（
（7
（

。

　

さ
す
が
に
、
前
述
の
学
制
更
改
方
針
案
が
実
施
に
移
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
翌
一
九
〇
四
年
二
月
開
催
の
臨
時
集
会
で
高
輪
仏
教
大
学
は
廃
止
さ
れ
、
京

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

一
五
八



都
の
仏
教
専
門
大
学
に
吸
収
合
併
し
て
仏
教
大
学
に
改
組
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
（
（7
（

。
こ
う
し
て
、
い
っ
た
ん
復
活
し
た
普
通
学
重
視
の
高
等
教
育
機
関
は
、
ま
た
し
て

も
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

明
治
期
に
お
け
る
仏
教
各
宗
派
の
普
通
教
育
界
へ
の
進
出
は
、
財
政
面
や
文
教
政
策
な
ど
に
よ
り
、
困
難
な
課
題
に
直
面
し
て
挫
折
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
最
も
根

本
的
問
題
は
、
確
た
る
教
育
方
針
を
有
さ
な
い
宗
派
当
局
の
姿
勢
に
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
本
論
で
検
証
し
た
本
願
寺
派
の
朝
令
暮
改
の
学
校
制
度
は
、
そ
の
最

た
る
事
例
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
、
高
輪
仏
教
大
学
は
わ
ず
か
二
年
で
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
―
。
い
く
つ
か
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
が
（
（7
（

、
設
立
の
要
因
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、
や
は
り
大
谷
派
と
の
関
係
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
内
務
省
行
政
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
、
激
し
く
対
立
し
た
両
派
も
、
一
九
〇
〇
年
二
月
に
宗
教
法

案
が
貴
族
院
で
否
決
さ
れ
て
最
大
の
争
点
は
一
応
の
決
着
を
見
た
。
ま
た
大
谷
派
で
は
、
公
認
教
・
宗
教
法
運
動
を
主
導
し
て
き
た
石
川
舜
台
が
、
〇
二
年
四
月
に
財
政

破
綻
に
よ
り
失
脚
し
た
（
（7
（

。
こ
れ
よ
り
両
派
の
対
立
の
必
要
性
は
薄
れ
て
い
っ
た
。

　

一
九
〇
三
年
に
入
る
と
、
本
願
寺
派
は
宗
教
法
案
な
ど
で
対
立
し
て
き
た
大
谷
派
と
の
関
係
修
復
を
模
索
し
は
じ
め
た
。
同
年
九
月
四
日
、
須
磨
別
邸
に
滞
在
中
で

あ
っ
た
光
瑞
は
、
弟
光
明
と
室
内
部
長
上
原
芳
太
郎
を
帯
同
し
て
、
光
演
（
後
の
東
本
願
寺
二
十
三
世
、
彰
如
）
を
保
養
先
の
明
石
に
訪
ね
、
一
時
間
あ
ま
り
に
わ
た
っ

て
会
談
し
た
。
翌
日
に
は
、
答
礼
と
し
て
光
演
が
光
瑞
を
訪
問
し
て
胸
襟
を
開
い
て
会
談
し
た
と
い
う
。
十
月
三
日
に
も
、
光
瑞
は
東
本
願
寺
を
訪
問
し
、
光
瑩
（
東
本

願
寺
二
十
二
世
、
現
如
）
と
三
時
間
に
わ
た
っ
て
会
談
し
た
。
さ
ら
に
翌
〇
四
年
一
月
一
日
、
光
瑞
は
光
明
を
伴
い
、
東
本
願
寺
を
年
賀
の
挨
拶
に
訪
れ
て
い
る
（
（7
（

。

　

一
九
〇
四
年
に
は
財
政
難
に
苦
し
む
大
谷
派
に
、
西
本
願
寺
が
三
万
円
を
貸
与
し
た
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
お
り
（
（8
（

、
こ
の
年
、
高
輪
仏
教
大
学
の
廃
止
が
決
定
し
た
。

そ
し
て
、
翌
〇
五
年
六
月
に
大
谷
派
法
主
大
谷
光
瑩
が
西
本
願
寺
を
訪
れ
、
両
派
提
携
の
合
意
を
見
た
（
（8
（

。
そ
の
後
、
両
派
役
員
間
で
提
携
に
向
け
て
の
会
合
が
開
か
れ
、

次
の
よ
う
な
具
体
的
な
提
携
事
項
が
提
示
さ
れ
た
と
い
う
。

一
韓
国
に
於
け
る
在
来
の
布
教
は
既
設
と
未
着
手
と
に
論
な
く
総
て
合
併
す
る
事
。

一
両
派
の
学
校
は
俄
か
に
合
併
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
事
情
あ
る
も
、
両
派
共
に
之
か
開
放
し
て
西
の
徒
弟
が
東
の
大
学
に
入
る
も
、
東
の
衆
徒
が
西
の
中
学
に
入
る

も
一
切
其
自
由
に
一
任
し
て
干
渉
せ
ざ
る
事
。

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

一
五
九



一
末
寺
及
び
信
徒
は
各
自
帰
依
す
る
所
に
随
つ
て
向
背
を
決
し
、
自
由
に
転
派
を
許
す
の
制
度
を
設
く
る
事
。

一
九
州
の
如
く
東
派
の
信
徒
稀
薄
に
し
て
西
派
末
寺
の
多
数
な
る
地
方
は
其
末
寺
信
徒
の
支
配
権
を
西
派
に
一
任
す
る
と
同
時
に
、
北
陸
の
如
く
東
派
の
勢
力
地
に

在
り
て
は
西
派
の
末
寺
信
徒
を
挙
げ
て
其
監
督
支
配
を
東
派
に
委
ぬ
る
事
。

一
両
派
の
法
主
は
全
国
中
何
れ
の
地
方
に
巡
教
す
る
も
一
切
妨
げ
ざ
る
事
（
（8
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
検
討
事
項
の
な
か
に
は
、
学
校
教
育
で
の
提
携
も
そ
の
な
か
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
各
事
項
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
も
は

や
、
本
願
寺
派
当
局
に
と
っ
て
も
、
宗
派
内
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
ま
で
高
輪
仏
教
大
学
を
存
続
さ
せ
る
必
要
性
は
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で

の
間
、
宗
派
体
面
に
拘
泥
し
て
莫
大
な
費
用
を
徒
消
し
、
宗
派
内
の
混
乱
・
対
立
を
招
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
代
償
は
あ
ま
り
に
大
き
か
っ
た
と
言
う
ほ
か
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

註（
1
）『
本
山
達
書
（
明
治
二
十
一
年
）』（『
龍
谷
大
学
三
百
五
十
年
史
』
史
料
編
第

四
巻
〔
一
九
九
二
年
〕
所
収
）。

（
2
） 

中
川
洋
子
「
神
仏
教
導
職
廃
止
後
の
仏
教
―
反
省
会
の
仏
教
改
革
論
を
中
心

に
―
」（『
佛
教
史
研
究
』
三
十
七
号
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
）。
ま
た
前
田
慧
雲

著
の
『
本
願
寺
派
学
事
史
』
は
、
二
院
一
寮
体
制
が
採
ら
れ
た
背
景
を
「
当
時

欧
化
熱
の
反
動
と
し
て
国
粋
保
存
説
盛
ん
な
り
し
を
以
て
、
普
通
校
の
如
き
僧

俗
混
沌
の
如
き
教
育
を
否
と
す
る
説
起
る
に
由
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（『
真

宗
叢
書
別
巻　

前
田
和
上
集
』
興
教
書
院
、
一
九
三
〇
年
）。

（
3
）（
4
）『
明
治
廿
三
年　

定
期
集
会
筆
記
』
甲
号
三
～
四
・
一
一
一
～
一
二
一

頁
、
乙
号
一
～
一
六
頁
。
一
八
九
〇
年
八
月
二
十
四
日
付
『
明
教
新
誌
』
掲
載

の
「
積
徳
教
校
」
に
も
「
因
に
聞
く
京
都
に
在
る
同
本
願
寺
所
轄
普
通
教
校
を

東
京
に
移
し
積
徳
教
校
を
之
に
附
属
せ
し
め
ん
と
の
議
あ
り
法
主
に
も
之
に
賛

成
せ
ら
る
ゝ
由
な
れ
ど
何
分
老
学
師
連
中
が
不
賛
成
に
て
未
だ
そ
の
議
も
纏
ま

ら
ざ
る
や
に
聞
け
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
護
持
会
の
設
立
に
関
し
て

は
、
一
八
八
六
年
三
月
二
五
日
付
『
奇
日
新
報
』
掲
載
の
「
本
山
録
事
」
を
参

照
。
護
持
会
の
寄
付
総
額
は
、
一
八
九
一
年
十
月
の
段
階
で
九
十
五
万
六
千
円

あ
ま
り
に
達
し
て
お
り
（
一
八
九
一
年
十
二
月
十
日
付
『
明
教
新
誌
』）、
翌
年

四
月
に
約
百
四
万
一
千
円
と
な
り
、
百
万
円
を
超
過
し
た
（
一
八
九
二
年
五
月

八
日
付
『
明
教
新
誌
』）。
護
持
会
は
、
一
九
〇
〇
年
十
二
月
に
内
務
大
臣
の
認

可
を
受
け
て
「
真
宗
本
願
寺
派
護
持
会
財
団
」
に
改
組
さ
れ
、
そ
の
際
に
資
産

は
、
百
三
十
万
八
千
円
に
達
し
て
い
た
（
石
倉
重
継
著
『
本
派
本
願
寺
名
所
図

絵
』
博
文
館
、
一
九
〇
二
年
）。

（
5
）『
大
谷
中
高
等
学
校
百
年
史
』
三
五
～
五
二
頁
（
大
谷
中
・
高
等
学
校
、
一
九

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

一
六
〇



七
四
年
）。

（
6
）『
明
治
廿
三
年　

定
期
集
会
筆
記
』
乙
号
二
・
八
頁
。

（
7
）「
京
都
府
尋
常
中
学
校
」（『
令
知
会
雑
誌
』
四
十
九
号
、
一
八
八
八
年
四
月
）、

前
掲
『
大
谷
中
高
等
学
校
百
年
史
』。
当
時
の
地
方
行
政
は
、
小
学
校
教
育
に

お
け
る
仏
教
側
の
参
画
も
期
待
し
、
仏
教
主
義
教
育
を
容
認
す
る
傾
向
に
あ
っ

た
（
中
西
直
樹
「
教
育
勅
語
成
立
直
前
の
徳
育
論
争
と
仏
教
徒
『
貧
児
教
育
』」

〔『
龍
谷
史
壇
』
一
〇
五
号
、
一
九
九
六
年
一
月
〕）。

（
8
）
中
西
直
樹
「
明
治
期
仏
教
教
団
の
在
家
者
教
育
の
一
齣
―
一
八
九
二
年
「
文

学
寮
改
正
事
件
」
と
中
西
牛
郎
―
」（『『
雑
誌
『
國
教
』
と
九
州
真
宗
』
解

題
・
総
目
次
・
索
引
』
不
二
出
版
、
二
〇
一
六
年
）。

（
9
）「
褒
賞
黜
罰
」（『
本
山
録
事
』
一
八
九
六
年
七
月
二
十
一
日
発
行
）。

（
10
）『
本
山
月
報
』
二
十
九
号
、
一
八
九
二
年
九
月
二
十
一
日
。

（
11
）「
輿
論
を
察
せ
よ
」（『
三
寶
叢
誌
』
一
四
九
号
、一
八
九
六
年
八
月
二
十
三
日
）。

（
12
）「
三
寶
叢
誌
こ
そ
愚
論
」（
一
八
九
六
年
八
月
二
十
七･
二
十
九
日
、
九
月
一

日
付
『
京
都
新
報
』）。『
京
都
新
報
』
は
、『
本
山
月
報
』
を
引
き
継
い
で
刊
行

さ
れ
、
刊
行
に
は
大
洲
鉄
然
も
関
わ
っ
て
い
た
（「
仏
界
の
日
刊
新
聞
」〔『
反

省
会
雑
誌
』
七
年
二
号
、
一
八
九
二
年
二
月
〕、「
特
別
広
告
」〔
一
八
九
三
年

三
月
三
十
日
付
『
京
都
新
報
』〕）。

（
13
） 

上
原
芳
太
郎
『
明
如
上
人
略
年
表
』（
真
宗
本
願
寺
派
護
持
会
財
団
、
一
九
三

五
年
）。
文
学
寮
の
校
友
会
誌
『
松
籟
』
二
号
（
一
八
九
八
年
十
二
月
）
に
は
、

阿
部
一
毛
の
「
南
洋
通
信
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
一
九
〇
三
年
九
月
発
行
の

『
高
輪
学
報
』
二
十
三
号
掲
載
「
同
窓
会
報
」
に
も
阿
部
一
毛
が
東
京
に
滞
在

し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
以
後
の
消
息
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

（
14
）（
15
）『
明
治
廿
九
年
定
期
集
会
筆
記
』
一
一
二
～
一
一
五
頁
。

（
16
） 「
本
願
寺
派
の
弊
政
を
論
ず
（
其
二
）」（
布
教
々
育
に
就
て
）（
一
八
九
七
年

三
月
二
日
付
『
明
教
新
誌
』）、「
本
願
寺
派
の
弊
政
を
論
ず
（
其
三
）」（
再
び

興
学
布
教
に
就
て
）（
一
八
九
七
年
三
月
四
日
付
『
明
教
新
誌
』）。

（
17
）「
文
学
寮
の
改
正
」（『
教
海
一
瀾
』
四
号
、
一
八
九
七
年
九
月
一
五
日
）。

（
18
）『
本
山
月
報
』
二
十
九
号
（
一
八
九
二
年
九
月
二
十
一
日
）

（
19
）「
本
山
録
事
」
一
八
九
七
年
九
月
二
十
六
日
発
行
。

（
20
）「
文
学
寮
図
書
館
第
一
回
報
告
」（『
教
海
一
瀾
』
七
号
、
一
八
九
七
年
十
月
三

十
日
）。
第
二
回
目
以
降
の
報
告
も
、『
教
海
一
瀾
』『
松
籟
』
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

（
21
）「
真
宗
本
派
集
会
議
事
（
其
二
）」（『
教
海
一
瀾
』
九
号
、
一
八
九
七
年
十
一

月
二
十
六
日
）。

（
22
）「
本
願
寺
派
学
林
経
費
の
節
減
に
就
て
」
秋
畝
（
一
八
九
七
年
十
一
月
十
四･

十
六･

二
十
日
付
『
明
教
新
誌
』）。

（
23
）
前
掲
「
本
願
寺
派
学
林
経
費
の
節
減
に
就
て
」、「
大
学
林
経
費
の
節
減
に
就

て
」（
一
八
九
七
年
十
一
月
十
二
日
付
『
明
教
新
誌
』）、「
新
門
主
光
瑞
師
は
実

に
其
張
本
人
な
り
」（
一
八
九
七
年
十
一
月
十
八
日
付
『
明
教
新
誌
』）。

（
24
）「
本
派
大
学
林
の
暴
挙
」（『
教
海
一
瀾
』
八
号
、
一
八
九
七
年
十
一
月
十
六

日
）、「
本
派
大
学
林
退
去
生
の
総
帰
順
」（『
教
海
一
瀾
』
九
号
、
一
八
九
七
年

十
一
月
二
十
六
日
）。

（
25
）「
大
学
林
生
徒
復
校
」（
一
八
九
七
年
十
一
月
十
八
日
付
『
明
教
新
誌
』）。

（
26
）『
佛
教
』
一
三
三
号
（
一
八
九
七
年
十
二
月
）
掲
載
の
「
本
派
本
願
寺
の
小
紛

擾
」
は
、「
往
日
順
境
に
立
ち
し
学
林
生
は
今
将
さ
に
逆
境
に
陥
り
、
逆
境
に

在
り
し
文
学
寮
生
は
既
に
代
り
て
林
生
の
旧
地
を
奪
は
ん
す
る
の
勢
を
示
す

（
中
略
）
而
し
て
此
潮
勢
を
早
む
る
に
少
か
ら
さ
る
動
力
を
与
へ
し
も
の
は
、

同
派
新
法
主
大
谷
光
瑞
氏
の
希
望
な
り
」
と
い
い
、
極
端
な
文
学
寮
の
優
遇
策

が
大
き
な
弊
害
を
生
む
危
険
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
27
） 

小
林
康
達
『
七
花
八
裂
―
明
治
の
青
年　

杉
村
広
太
郎
伝
』
第
七
章
（
現
代

書
館
、
二
〇
〇
五
年
）。

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

一
六
一



（
28
）「
教
示
」（「
本
山
録
事
」
一
八
九
八
年
七
月
三
十
日
発
行
）。

（
29
）
前
掲
の
「
本
派
本
願
寺
の
小
紛
擾
」
は
、「
新
法
主
光
瑞
氏
を
見
る
に
、
彼
は

一
種
の
奇
才
あ
る
人
な
り
、
然
れ
と
も
教
育
巧
み
な
ら
ざ
れ
ば
、
本
願
寺
の
害

物
と
為
り
終
ら
ん
、
彼
は
宗
教
心
な
し
、
慈
悲
親
切
の
在
る
所
を
見
ず
、
何
等

迷
信
の
徒
も
、
容
易
に
興
を
醒
ま
し
、
尊
敬
心
を
滅
却
す
へ
し
、
自
家
の
得
意

地
は
愚
僧
愚
俗
の
賜
た
る
を
察
せ
す
し
て
、
将
来
愚
僧
の
種
子
と
見
る
所
の
学

林
生
を
糞
土
視
す
」
と
い
い
、
そ
の
後
の
教
育
制
度
の
混
乱
を
予
見
す
る
か
の

よ
う
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

（
30
）「
政
府
対
仏
教
学
校
」
薗
田
宗
恵
（『
教
海
一
瀾
』
二
十
九
号
、
一
八
九
八
年

九
月
二
十
九
日
）。

（
31
）「
文
学
寮
を
し
て
公
認
中
学
校
と
為
さ
し
む
べ
し
」
在
沖
縄
大
河
内
彰
然
（『
教

海
一
瀾
』
二
十
八
号
、
一
八
九
八
年
九
月
十
一
日
）。

（
32
）「
西
六
片
々
」（
一
八
九
八
年
九
月
十
三
日
付
『
教
学
報
知
）。

（
33
）「
宗
教
学
校
設
立
に
関
す
る
件
」（
明
治
三
十
二
年
八
月
四
日
、
内
務
省
訓
令

第
七
百
四
十
二
号
）。
ま
た
同
日
、
社
寺
局
も
「
宗
教
学
校
の
設
立
並
に
学
校

と
教
規
宗
制
と
の
関
係
に
関
す
る
件
」（
明
治
三
十
二
年
八
月
四
日
、
社
寺
局

通
牒
社
甲
第
一
七
号
）」
を
道
府
県
に
対
し
通
牒
し
て
い
る
（
文
部
省
文
化
局

宗
務
課
監
修
『
明
治
以
後
宗
教
関
係
法
令
類
纂
』、
第
一
法
規
、
一
九
六
八
年
）。

（
34
） 『
明
治
以
降
宗
教
制
度
百
年
史
』（
文
化
庁
文
化
部
宗
務
課
、
一
九
七
〇
年
）、

井
門
富
二
夫
編
「
政
教
分
離
に
関
す
る
政
策
資
料
―
特
に
宗
教
教
育
の
問
題
を

め
ぐ
っ
て
―
」〔『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
七
冊
、
東
京
大
学
東
洋
文

化
研
究
所
、
一
九
六
五
年
三
月
〕）
な
ど
。

（
35
）
こ
の
特
権
か
ら
、
戦
前
に
は
「
宗
派
立
学
校
」「
宗
門
立
学
校
」
と
い
う
概
念

が
成
立
し
て
い
た
。

（
36
）
久
木
幸
男
「
訓
令
十
二
号
の
思
想
と
現
実
」（
一
）（
二
）（
三
）（『
横
浜
国
立

大
学
教
育
紀
要
』
十
三
・
十
四
・
十
五
集
（
一
九
七
三
年
十
月
・
一
九
七
四
年

十
月
・
一
九
七
六
年
九
月
）

（
37
）「
仏
教
各
宗
の
教
校
は
私
立
学
校
令
の
除
外
例
な
る
か
其
適
用
を
受
け
る
可
ら

ざ
る
か
」
杞
憂
道
人　

藤
島
了
穏
寄
（
一
八
九
九
年
十
月
十
一
日
付
『
教
学
報

知
』）。

（
38
）「
私
立
学
校
令
と
宗
教
学
校
」（『
教
海
一
瀾
』
五
十
五
号
、
一
八
九
九
年
十
月

二
十
七
日
）。

（
39
）「
法
度
」（『
本
山
録
事
』
一
九
〇
〇
年
一
月
一
八
日
発
行
）。

（
40
）「
教
示
」（『
本
山
録
事
』
一
九
〇
〇
年
三
月
十
一
日
）。

（
41
）
中
西
直
樹
「
西
本
願
寺
教
団
に
み
る
地
方
教
校
設
置
と
現
実
」（
上
）（『
龍
谷

大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
四
十
一
集
、
二
〇
〇
二
年
十
一
月
）。

（
42
）『
本
山
事
務
報
告
』
号
外
（
一
八
九
四
年
七
月
五
日
）。

（
43
）『
本
山
事
務
報
告
』
三
十
三
号
（
一
八
九
六
年
六
月
二
十
五
日
）。

（
44
）『
本
山
事
務
報
告
』
四
十
七
号
（
一
九
九
七
年
八
月
三
十
日
）。

（
45
）『
宗
報
』
八
号
付
録
（
一
八
九
九
年
五
月
二
十
日
）、『
宗
報
』
九
号
付
録
（
一

八
九
九
年
六
月
二
十
三
日
）。

（
46
）『
大
谷
大
学
百
年
史
（
通
史
編
）』
一
三
〇
頁
（
大
谷
大
学
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
47
）『
宗
報
』
十
九
号
付
録
（
一
九
〇
〇
年
二
月
十
三
日
）。

（
48
）『
宗
報
』
十
九
号
付
録
（
一
九
〇
〇
年
二
月
十
三
日
）、『
宗
報
』
二
十
号
付
録

（
一
九
〇
〇
年
二
月
二
十
八
日
）、『
宗
報
』
二
十
一
号
付
録
（
一
九
〇
〇
年
三

月
二
十
四
日
）。

（
49
） 「
徴
兵
令
第
十
三
条
の
認
定
宗
派
学
校
」（『
宗
報
』
四
号
、
新
大
谷
派
本
山
文

書
科
、
一
九
〇
二
年
二
月
十
五
日
）、『
大
谷
中
高
等
学
校
百
年
史
』
一
〇
八
～

一
〇
九
頁
、『
教
海
一
瀾
』
九
十
七
号
（
一
九
〇
一
年
五
月
二
十
五
日
）。

（
50
） 
社
説
「
本
派
学
制
の
変
更
に
就
て
」（『
教
海
一
瀾
』
四
十
九
号
、
一
八
九
九

年
七
月
二
十
六
日
）。

（
51
）「
仏
教
中
学
廃
合
問
題
可
否
得
失
の
各
声
」（
一
八
九
三
年
十
月
四
・
九
日
付

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

一
六
二



『
中
外
日
報
』）。

（
52
）
巣
鴨
教
誨
師
事
件
か
ら
宗
教
法
案
反
対
運
動
に
至
る
本
願
寺
派
と
大
谷
派
の

対
立
に
関
し
て
は
、
中
西
直
樹
『
新
仏
教
と
は
何
で
あ
っ
た
か
―
近
代
仏
教
改

革
の
ゆ
く
え
―
』
第
六
章
（
法
藏
館
、
二
〇
一
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
53
）「
東
京
の
仏
教
界
」
坐
仏
（『
新
佛
教
』
二
巻
二
号
、
一
九
〇
一
年
二
月
）。

（
54
）「
学
校
の
移
転
」（『
伝
道
新
誌
』
十
四
年
二
号
、
一
九
〇
一
年
二
月
）。

（
55
）「
教
示
」（「
本
山
録
事
」
一
九
〇
〇
年
七
月
十
一
日
発
行
）。

（
56
）
積
徳
教
校
は
、
一
八
七
一
年
に
勧
学
所
と
し
て
設
置
さ
れ
、
七
六
年
積
徳
教

院
、
七
八
年
積
徳
教
校
と
改
称
さ
れ
た
。
八
二
年
か
ら
八
六
年
ま
で
休
校
し
、

八
七
年
一
月
に
開
校
し
た
が
、
九
二
年
九
月
の
私
立
学
校
条
例
の
更
改
に
伴
い

閉
鎖
と
な
っ
た
（
藤
音
得
忍
編
『
築
地
別
院
史
』〔
本
願
寺
築
地
別
院
、
一
九

三
七
年
〕、「
積
徳
教
校
開
業
式
」〔『
令
知
会
雑
誌
』
三
十
五
号
、
一
八
九
七
年

二
月
〕）。
と
こ
ろ
が
、
一
九
〇
〇
年
一
月
に
学
校
条
例
が
発
布
さ
れ
る
と
、
東

京
の
本
願
寺
派
各
寺
院
は
「
東
京
本
派
仏
教
学
校
設
立
請
願
に
関
す
る
趣
意

書
」
を
発
表
し
て
、東
京
へ
の
学
校
誘
致
活
動
を
活
発
に
展
開
し
て
い
た
（「
仏

教
学
校
設
立
請
願
趣
意
書
」〔
一
九
〇
〇
年
四
月
十
八
日
付
『
明
教
新
誌
』〕）。

仏
教
高
等
中
学
の
東
京
移
転
は
こ
れ
に
応
え
る
側
面
も
あ
っ
た
。

（
57
）『
龍
谷
大
学
三
百
年
史
』
六
八
九
頁
（
龍
谷
大
学
出
版
部
、
一
九
三
九
年
）。

（
58
）「
仏
教
高
等
中
学
の
移
転
」（
一
九
〇
〇
年
七
月
十
三
日
付
『
教
学
報
知
』）。

『
教
学
報
知
』
は
、
地
方
の
散
在
会
衆
の
同
意
を
得
た
と
報
じ
て
い
る
が
、『
伝

道
新
誌
』
掲
載
の
「
仏
教
高
等
中
学
及
ひ
大
学
東
京
移
転
説
」（
十
三
年
五
号
、

同
年
五
月
）
は
、「
莫
大
の
経
費
に
関
す
る
こ
と
な
れ
ば
、
何
れ
会
衆
改
選
の

期
を
待
て
、
至
急
臨
時
会
を
開
き
、
以
て
其
決
行
を
定
む
べ
し
と
」
の
意
見
の

あ
る
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。

（
59
）
前
掲
「
仏
教
高
等
中
学
及
ひ
大
学
東
京
移
転
説
」。

（
60
）「
本
願
寺
学
校
移
転
論
の
妄
」（
一
九
〇
〇
年
六
月
二
十
七
日
付
『
教
学
報
知
』）。

（
61
）「
教
示
」（「
本
山
録
事
」
一
九
〇
一
年
三
月
十
五
日
発
行
）、「
達
示
」（「
本
山

録
事
」
一
九
〇
一
年
四
月
十
五
日
発
行
）。

（
62
） 「
仏
教
大
学
及
ひ
中
学
」（『
教
海
一
瀾
』
一
〇
一
号
、一
九
〇
一
年
七
月
五
日
）、

「
本
派
将
来
の
学
制
に
就
て
」（『
教
海
一
瀾
』
一
〇
六
号
、
一
九
〇
一
年
八
月

二
十
五
日
）、「
法
度
」（「
本
山
録
事
」
一
九
〇
一
年
八
月
二
十
五
日
発
行
）。

（
63
）「
教
示
」（「
本
山
録
事
」
一
九
〇
一
年
九
月
五
日
発
行
）。『
伝
道
新
誌
』
十
四

年
五
号
（
一
九
〇
一
年
五
月
）
記
載
の
計
画
中
教
育
課
程
に
は
「
歴
史
科
」
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、『
高
輪
学
報
』
一
号
（
一
九
〇
一
年
十

月
）
記
載
「
彙
報
」
に
は
、「
歴
史
部
（
未
設
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
初
か

ら
歴
史
部
の
設
置
は
構
想
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
降
も
実
現
に
は
至
ら
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
64
）「
仏
教
高
等
中
学
（
各
宗
学
校
参
観
記
の
三
）」
参
観
記
者
（『
佛
教
』
一
七
六

号
、
一
九
〇
一
年
十
月
）。

（
65
）「
法
度
」（「
本
山
録
事
」
一
九
〇
二
年
一
月
二
十
五
日
発
行
）、「
教
示
」（「
本

山
録
事
」
一
九
〇
二
年
三
月
五
日
発
行
）、「
教
示
」（「
本
山
録
事
」
一
九
〇
二

年
三
月
十
五
日
発
行
）、「
学
校
条
例
の
実
施
」（『
教
海
一
瀾
』
一
二
七
号
、

「
教
示
」「
達
示
」（「
本
山
録
事
」
一
九
〇
二
年
三
月
二
十
五
日
）。

（
66
）
当
時
、
本
山
に
多
額
の
負
債
が
あ
る
と
の
噂
が
あ
り
、
執
行
長
梅
上
澤
融
が

こ
れ
を
否
定
す
る
訓
告
を
出
し
て
い
る
（「
本
山
録
事
」
一
九
〇
一
年
八
月
五

日
）。
し
か
し
、
す
で
に
一
八
九
九
年
の
段
階
で
、
松
田
甚
左
衛
門
ら
在
家
信

者
は
本
山
の
放
漫
財
政
の
結
果
、
一
九
〇
一
年
度
に
支
出
超
過
に
陥
る
と
の
展

望
を
示
し
、
本
山
財
政
を
在
家
信
者
に
委
任
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
こ
の

点
に
関
し
て
は
、
中
西
直
樹
『
近
代
本
願
寺
論
の
展
開
』
第
三
章
（
三
人
社
、

二
〇
二
〇
年
）
で
詳
し
く
論
じ
た
。

（
67
）（
68
） 『
明
治
三
十
四
年　

定
期
集
会
筆
記
』
二
七
～
三
五
、
一
〇
六
～
一
一

〇
、
二
二
五
～
二
五
七
頁
。

高
輪
仏
教
大
学
の
設
立
経
緯
と
そ
の
背
景

一
六
三



（
69
）「
西
六
教
育
談
」（
一
九
〇
二
年
七
月
二
十
三
日
付
『
中
外
日
報
』）。

（
70
）「
達
示
」（「
本
山
録
事
」
一
九
〇
三
年
八
月
五
日
）。
た
だ
し
、「
本
山
録
事
」

に
は
、
光
瑞
の
説
諭
を
う
け
た
執
行
長
・
執
行
の
達
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

説
諭
自
体
は
「
別
紙
略
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
71
）「
教
学
参
議
部
議
事
会
開
会
」（『
教
海
一
瀾
』
一
八
三
号
、
一
九
〇
三
年
十
月

十
五
日
）。

（
72
）「
本
派
学
制
更
改
の
方
針
」「
学
制
更
改
方
針
案
」（『
教
海
一
瀾
』
一
八
三
号
、

一
九
〇
三
年
十
月
十
五
日
）、「
学
制
更
改
方
針
決
議
案
」（『
教
海
一
瀾
』
一
八

四
号
、
一
九
〇
三
年
十
月
二
十
五
日
）。

（
73
） 「
普
通
学
廃
止
の
議
を
非
す
」（
一
九
〇
三
年
十
月
二
十
九
日
付
『
中
外
日
報
』）。

（
74
）「
仏
教
世
界
当
今
の
教
育
問
題
（
本
派
本
願
寺
派
の
紛
擾
に
就
い
て
）」『
新
佛

教
』
子
（『
新
佛
教
』
四
年
十
一
号
、
一
九
〇
三
年
十
一
月
）。

（
75
）
本
論
で
は
、
高
輪
仏
教
大
学
の
廃
止
に
と
も
な
う
廃
止
反
対
派
の
動
向
に
つ

い
て
は
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、

毛
利
悠
「
教
学
の
意
味
と
役
割
―
高
輪
仏
教
大
学
廃
止
反
対
運
動
を
め
ぐ
っ
て

―
」（『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
六
号
、
一
九
七
四
年
十
二
月
）、
龍
溪
章
雄
「「
高

輪
仏
教
大
学
廃
止
反
対
運
動
」
関
係
史
料
の
再
考
―
『
教
界
時
事
』
の
史
料
的

価
値
の
再
確
認
と
反
対
運
動
の
実
態
解
明
―
」（『
真
宗
学
』
一
一
一
・
一
一
二

号
、
龍
谷
大
学
真
宗
学
会
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
な
ど
が
あ
る
。

（
76
）『
本
願
寺
宗
会
百
年
史
』
資
料
編
下
、
二
五
九
頁
（
一
九
八
一
年
）。

（
77
）『
新
佛
教
』
五
年
十
二
号
（
一
九
〇
四
年
十
二
月
）
掲
載
の
「
武
田
と
里
見

（
本
願
寺
の
二
僧
）」
に
よ
れ
ば
、
高
輪
仏
教
大
学
の
創
設
を
推
進
し
た
の
は
里

見
了
念
で
あ
っ
た
。
里
見
は
光
瑞
の
洋
行
中
に
普
通
教
校
以
来
の
宿
願
で
あ
る

東
京
進
出
を
実
現
さ
せ
た
が
、
光
瑞
の
帰
国
に
よ
り
水
泡
に
帰
し
た
と
さ
れ
る
。

里
見
の
与
え
た
影
響
は
と
も
か
く
と
し
て
、
本
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
光
瑞

の
継
職
が
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

（
78
）
中
西
直
樹
『
明
治
前
期
の
大
谷
派
教
団
』（
法
藏
館
、
二
〇
一
八
年
）
第
二
部

参
照
。

（
79
）「
両
法
主
猊
下
の
御
会
見
」（『
教
海
一
瀾
』
一
八
〇
号
、
一
九
〇
三
年
九
月
十

五
日
）、「
大
法
主
猊
下
御
訪
問
」（『
教
海
一
瀾
』
一
八
三
号
、
一
九
〇
三
年
十

月
十
五
日
）、「
大
谷
派
本
山
へ
年
賀
」（『
教
海
一
瀾
』
一
九
一
号
、
一
九
〇
四

年
一
月
五
日
）。

（
80
）「
両
本
願
寺
提
携
」（
一
九
〇
五
年
六
月
三
十
日
付
『
萬
朝
報
』）。

（
81
）「
御
垂
示
」（『
宗
報
』
四
十
二
号
付
録
、
一
九
〇
五
年
六
月
二
十
五
日
）、「
達

示
」（「
本
山
録
事
」
一
九
〇
五
年
七
月
一
日
発
行
）、「
両
派
の
提
携
に
就
て
」

（『
教
海
一
瀾
』
二
六
五
号
、
一
九
〇
五
年
七
月
十
五
日
）。

（
82
）
時
評
「
東
西
両
本
願
寺
の
提
携
握
手
」
幸
廼
舎
主
人
（『
六
大
新
報
』
一
〇
〇

号
、
一
九
〇
五
年
七
月
二
日
）。
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　〔関係略年表〕
1884年

（明治17年）
8 月 太政官、神仏教導職を廃し、住職任免、教師の等級進退等の各派管長委任を通達

9 月 奨学条例改定。85年 4 月本願寺普通教校が開校

1888年
（明治21年）

4 月 〈大谷派〉京都府尋常中学校を委任経営し大学寮兼学部を編入

10月 大学林例発布、普通教校を文学寮と改称し大学林に包摂

1890年 11月 集会、文学寮の大学林からの独立・東京に尋常中学校の新設を可決

1891年 7 月 文学寮規則発布。 9 月文学寮校舎の新築工事着工

1892年 4 月 文学寮校舎落成

7 月 文学寮、全教職員が解職。 9 月文学寮改正の要旨発表

1893年 3 月 〈大谷派〉京都府尋常中学校を府に返還。 9 月大谷尋常中学校開業

1894年 7 月 〈大谷派〉中学寮条例 ･ 大学寮条例制定。中学寮は全国 5 校設置

1896年
（明治29年）

6 月 〈大谷派〉中学寮条例を廃し真宗中学条例を制定、全国に12校設置。大学寮条例を廃し、真
宗高倉大学寮条例 ･ 真宗大学条例を制定

7 月 文学寮長心得薗田宗恵を、学生無得度・卒業証書授与式答辞に関して減給処分。 9 月杉村広
太郎（楚人冠・縦横）、文学寮に教師として赴任

12月 集会で文学寮の認可学校への手続履行が可決。反省会雑誌社、京都から東京本郷駒込西片町
に移転

1897年
（明治30年）

1 月 反省雑誌社、欧文雑誌『The Hansei Zasshi』創刊（1898年12月まで）

3 月 『明教新誌』文学寮を東京移転して高等中学林とすることを提言

7 月 薗田宗恵、文学寮長に就任
〈大谷派〉清沢満之、『教界時言』に「真宗大学新築の位置に就きて」を発表。 8 月真宗中学
条例更改、全学で英語教授

8 月 文学寮改正が発表。杉村、日記に「文学寮の改革行はれんとす」と記す

9 月 改正文学寮規則 ･ 細則が発布。高等科学生、旧課程のままを主張して混乱

11月 集会、大学林の学生扶助費の半減を決定

1898年
（明治31年）

4 月 文学寮乙未会編集部『松籟』を創刊号（1900年 3 月発行 6 号まで）

5 月 文学寮学生、寮長不信任を建議。薗田「老巧分子の運動陰険にして、今は如何ともなし難
し」と述べ、杉村らに順次辞職を提案。杉村辞職

7 月 本願寺派、教学参議部を設置

9 月 『教学報知』文学寮の衰運につき報道。『教海一瀾』で、薗田宗恵・大河内彰然が文学寮の認
可中学移行を主張

1899年
（明治32年）

5 月 〈大谷派〉第二次中学校令発布（ 2 月）を受け、真宗中学条例発布。真宗中学を京都 ･ 東京
に統合。 6 月学科課程制定。夏以降、石川舜台、清沢満之の間で、真宗大学東京移転計画が
進展

7 月 『教海一瀾』社説、共立教校制度の教育不備を指摘

8 月 私立学校令、訓令12号（宗教教育禁止令）発布。内務省、神仏道教宗派の設立学校の認可申
請手続きに関し訓令を発布

12月 〈大谷派〉真宗大学の東京移転を告示

1900年
（明治33年）

1 月 〈大谷派〉東京で真宗大学の校舎建築が開始。 真宗京都中学に徴兵猶予の特典付与、 2 月 真
宗大学 ･ 真宗東京中学にも付与
学校条例が発布。学校を仏教大学・仏教高等中学・仏教中学の 3 種とし、文学寮は仏教高等
中学・中央仏教中学となり 4 月開校。仏教中学は、全国に17校（翌年 2 校廃止）

3 月 仏教大学学科課程・仏教高等中学学科課程・仏教中学学科課程を発布。東京末寺「東京本派
仏教学校設立請願に関する趣意書」を発表

6 月 仏教高等中学の東京移転が告示。『教学報知』東京移転を批判

7 月 『教海一瀾』「仏教高等中学の東京移転に就て」を掲載

9 月 仏教高等中学、東京高輪に移転。中央仏教中学、模範仏教中学と改称
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1901年
（明治34年）

2 月 『新佛教』『伝道新誌』大谷派教育の充実と東京教勢の拡大を論評

4 月 仏教大学分教場を東京に開設し、模範仏教中学を東京に移転開校

5 月 仏教高等中学に徴兵猶予の特典付与。 6 月仏教高等中学の開校式挙行

8 月 学校条例更改。仏教中学を中学校令に準拠。仏教高等中学 2 年に短縮、仏教大学予科に。京
都仏教大学に専門部、高輪分教場に哲学部 ･ 教育部を開設

9 月 〈大谷派〉真宗大学が東京移転、学監に清沢満之就任、10月開学

10月 『高輪学報』創刊号が刊行（1903年12月発行26号まで）

11月 集会で、学校条例更改案を可決。普通学制全廃に関する建議も採択

1902年
（明治35年）

2 月 仏教模範中学に徴兵猶予の特典付与

3 月 仏教大学を仏教専門大学 ･ 高輪仏教大学とし、仏教中学を 5 校に統合

4 月 仏教専門大学長に小山憲栄、高輪仏教大学長に酒生慧眼が就任

1903年
（明治36年）

1 月 大谷光尊（明如）死去。 4 月大谷光瑞、法主を継職

4 月 『万国仏教青年連合会会報』創刊（同年10月発行 2 号まで）

6 月 光瑞、安居開繙式で宗乗研究が主であり、普通学は従に過ぎないと訓示

9 月 酒生慧眼、高輪仏教大学長を辞職、後任に前田慧雲が就任

10月 教学参議部議事会、大学林 - 中学寮の復古的教育制度案を可決。「教学私見」頒布により、高
輪仏教大学 ･ 第一仏教中学の教員らに譴責処分

1904年
（明治37年）

2 月 臨時集会で、高輪仏教大学と仏教専門大学を統合する建議が可決

4 月 仏教専門大学・高輪仏教大学を廃止、京都に仏教大学を設置。翌年専門学校令により認可
高輪仏教大学廃止に関連し、前田慧雲・酒生慧眼ら 8 名に僧籍剥奪処分
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